
川
中
島
の
戦
い
の 

舞
台
を
歩
く 

信
玄
×
謙
信 

龍
虎 

相
打
つ 

ACCESS 練馬 
I.C

高井戸 
I.C

藤岡 
JCT

上田菅平 
I.C

坂城 
I.C

岡谷 
JCT

更埴 
JCT

更埴 
JCT

小牧 
I.C

岡谷 
JCT

更埴 
JCT

吹田 
I.C

米原 
JCT

金沢東 
I.C

上越 
JCT

約3時間30分 

約4時間 

約6時間 

約3時間 

長
野
Ｉ
・
Ｃ 

東
　
京 

名
古
屋 

大
阪 

車ご利用の場合 

名古屋 

上田 

直江津 

長野新幹線あさま 1時間12分 12分 

東海道新幹線 

51分 

北陸本線特急 

1時間45分 

信越線 

1時間30分 

中央線特急しなの 

2時間43分 

長
野
駅 

電車ご利用の場合 中
央
本
線
 

長
野 

東海道新幹線 

東名自動車道 

中
央
自
動
車
道
 上
信
越
自
動
車
道
 

中
央
自
動
車
道
 

高崎 

上
越
新
幹
線 

関
越
自
動
車
道 

上
信
越 

自
動
車
道 信

越
本
線 

富山 

松本 

金沢 

福井 

新潟 
直江津 

北
陸
本
線
 

北陸自動車道 

名神自動車道 

長
野
新
幹
線
 

東京 
名古屋 

上越JCT 長岡JCT

小牧JCT吹田I.C

藤岡JCT

金沢東I.C

米原 
JCT

新大阪 

岡谷 
JCT

中
央
本
線
 

小牧I.C 練馬 
I.C

高井戸I.C

須坂長野東I.C

坂城 
I.C
上田菅平 
I.C

更埴 
JCT 長野I.C

上田 

2007.4

上
杉
謙
信
 

武
田
信
玄

東
京 

新
大
阪 

金
沢 

坂城町 産業振興課 ステキさかき観光協会 （財）ながの観光コンベンションビューロー 
TEL.026-223-6050  FAX.026-223-5520 
http://www.nagano-cvb.or.jp

《長野市「信州・風林火山」特設サイト》 
www.furin-kazan.jp/nagano/

千曲市観光協会 
TEL.026-275-1326  FAX.026-275-3678 
http://www.chikuma-kanko.jp/

TEL.0268-82-3111  FAX.0268-82-3138 
http://www.town.sakaki.nagano.jp/

長野市 観光課 
TEL.026-224-5042  FAX.026-224-5043 
http://www.city.nagano.nagano.jp/

千曲市 商工観光課 
TEL.026-275-1753  FAX.026-261-4607 
http://www.city.chikuma.nagano.jp/

上田市観光課 上田観光コンベンション協会 
TEL.0268-22-4100  FAX.0268-23-7355 
http://www.city.ueda.nagano.jp 

■お問い合せは 

疾
き
こ
と
風
の
如
く
、 

徐
か
な
る
こ
と
林
の
如
く
、 

侵
掠
す
る
こ
と
火
の
如
く
、 

動
か
ざ
る
こ
と
山
の
如
し
―
― 

千曲川の流れに沿って、信玄×謙信「風林火山」ゆかりの地を訪ねる。 



2 1

◆
風
林
火
山
・
関
係
略
年
表 

大
永
元
（
1
5
2
1
） 

武
田
信
玄
（
幼
名
・
太
郎
）
、
誕
生 

享
禄
3
（
1
5
3
0
） 

上
杉
謙
信
（
幼
名
・
長
尾
虎
千
代
）、
誕
生 

天
文
5
（
1
5
3
6
） 

武
田
信
玄 

、元
服
し
海
ノ
口
城
の
戦
い
に
初
陣 

天
文
10（
1
5
4
1
） 

武
田
信
玄
、
父
信
虎
を
駿
河
に
追
放 

天
文
11（
1
5
4
2
） 

武
田
信
玄
、
諏
訪
を
攻
略
。 

 

の
ち
諏
訪
頼
重
の
息
女
（
由
布
姫
）
を 

 

側
室
に
す
る 

天
文
12（
1
5
4
3
） 

武
田
軍
、
東
信
濃
へ
侵
攻 

天
文
14（
1
5
4
5
） 

武
田
軍
、
上
伊
那
地
方
へ
侵
攻 

 

武
田
勝
頼
誕
生 

天
文
17（
1
5
4
8
） 

上
田
原
の
戦
い 

 

塩
尻
峠
の
戦
い 

 

上
杉
謙
信
、
長
尾
家
の
家
督
を
相
続 

天
文
19（
1
5
5
0
） 

砥
石
城
の
戦
い
〈
砥
石
崩
れ
〉 
  

天
文
20（
1
5
5
1
） 

真
田
幸
隆
が
砥
石
城
を
攻
略 

天
文
22（
1
5
5
3
） 

武
田
軍
、
葛
尾
城
攻
略 

 

村
上
義
清
ら
上
杉
謙
信
を
頼
る 

 

第
１
次
川
中
島
の
戦
い 

天
文
23（
1
5
5
4
） 

甲
・
相
・
駿
三
国
同
盟
成
立 

弘
治
元
（
1
5
5
5
） 
第
２
次
川
中
島
の
戦
い 

弘
治
3（
1
5
5
7
）
 尼
巌
城
を
真
田
幸
隆
が
攻
略
 

 

第
３
次
川
中
島
の
戦
い 

永
禄
元
（
1
5
5
8
） 

武
田
信
玄
、
戸
隠
中
社
に
戦
勝
祈
願 

 

武
田
信
玄
、
善
光
寺
如
来
を
甲
斐
へ
移
す 

永
禄
2（
1
5
5
9
）
 武
田
信
玄
、
生
島
足
島
神
社
に
戦
勝
祈
願 

永
禄
3（
1
5
6
0
） 

こ
の
頃
海
津
城
完
成 

永
禄
4
（
1
5
6
1
） 

上
杉
謙
信
、
関
東
管
領
を
相
続 

 

第
４
次
川
中
島
の
戦
い 

 

八
幡
原
で
甲
越
両
軍
が
激
突 

 

山
本
勘
助
ら
討
死 

永
禄
7（
1
5
6
4
） 

謙
信
、
武
水
別
神
社
に
戦
勝
祈
願 

 

第
５
次
川
中
島
の
戦
い 

永
禄
12（
1
5
6
9
） 

三
増
峠
の
戦
い 

元
亀
3
（
1
5
7
2
） 

三
方
ヶ
原
の
戦
い 

天
正
元
（
1
5
7
3
） 

村
上
義
清
死
去 

 

武
田
信
玄
、
伊
那
郡
駒
場
で
病
没 

天
正
3（
1
5
7
5
）
 長
篠
の
戦
い 

天
正
6（
1
5
7
8
）
 上
杉
謙
信
、
春
日
山
城
で
急
死 

天
正
10（
1
5
8
2
）
 武
田
氏
滅
ぶ 

 

信
義
を
つ
ら
ぬ
く
軍
神 

上
杉
謙
信 

 

動
乱
の
戦
国
時
代
、天
下
に
覇
を
唱
え
ん
と
す
る 

”甲
斐
の
虎
“武
田
信
玄
と
、そ
の
軍
師
・
山
本
勘
助
。 

風
林
火
山
の
牙
旗
を
掲
げ
、 

破
竹
の
勢
い
で
信
濃
攻
略
を
進
め
る
無
敵
の
武
田
軍
。 

そ
こ
に
は
さ
ら
な
る
強
敵
が
た
ち
は
だ
か
る
。 

そ
れ
は
”越
後
の
龍
“と
畏
怖
さ
れ
た
上
杉
謙
信
。 

戦
国
史
に
名
高
い
川
中
島
の
戦
い
の
幕
は 

こ
こ
に
切
っ
て
落
と
さ
れ
た
―
―
。 

上
田
市
、坂
城
町
、千
曲
市
、長
野
市
、 

千
曲
川
の
流
れ
に
沿
っ
て 

『
風
林
火
山
』ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る
と
、 

武
勇
と
哀
切
に
彩
ら
れ
た 

戦
国
歴
史
ロ
マ
ン
が
よ
み
が
え
り
ま
す
。 

戦
国
史
上
最
大
の 

激
闘
の
地
・
信
濃
へ 

 

数
々
の
伝
説
を
生
ん
だ 

  
千
曲
川
の
流
れ
に
沿
っ
て 

「
風
林
火
山
」ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
る 

稀
代
の
名
将 

武
田
信
玄 

   

　
天
文
十
年
（
一
五
四
一
）
、
弱
冠
二
十
一
歳
で
家
督
を
継
い
だ
武
田
信
玄
は
天

下
統
一
の
足
が
か
り
と
し
て
信
濃
に
攻
め
込
ん
だ
。
南
信
濃
を
平
定
し
、
さ
ら

に
北
信
濃
に
軍
を
進
め
よ
う
と
す
る
武
田
軍
に
対
し
、
北
信
濃
の
豪
族
を
率

い
て
立
ち
ふ
さ
が
っ
た
の
が
　
尾
城
主
・
村
上
義
清
で
あ
る
。
義
清
は
、
天
文

十
七
年
（
一
五
四
八
）
の
上
田
原
の
戦
い
で
板
垣
信
方
、
甘
利
虎
泰
な
ど
の
武

田
方
の
名
将
を
討
ち
取
り
、
さ
ら
に
天
文
十
九
年
（
一
五
五
〇
）
の
砥
石
城
の

合
戦
で
は
砥
石
崩
れ
と
呼
ば
れ
る
ほ
ど
の
大
打
撃
を
与
え
て
武
田
軍
を
退
け

た
。
し
か
し
、
武
田
の
家
臣
・
智
将
真
田
幸
隆
が
義
清
の
拠
点
砥
石
城
を
あ
っ

さ
り
攻
略
し
て
し
ま
う
。
幸
隆
は
そ
の
後
も
東
信
濃
か
ら
北
信
濃
の
武
将
た

ち
を
味
方
に
引
き
込
ん
で
い
く
と
形
勢
は
逆
転
。
窮
地
に
追
い
つ
め
ら
れ
た
義

清
は
、
越
後
の
上
杉
謙
信
を
頼
っ
て
落
ち
の
び
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、

失
地
回
復
を
願
う
義
清
に
請
わ
れ
て
、
つ
い
に
謙
信
は
信
濃
進
攻
を
決
意
す

る
こ
と
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

  

　
甲
斐
の
虎
・
武
田
信
玄
、
越
後
の
龍
・
上
杉
謙
信
。
と
も
に
戦
国
最
強
の
呼

び
声
た
か
い
両
雄
が
天
文
二
十
二
年
（
一
五
五
三
）
か
ら
永
禄
七
年
（
一
五
六

四
）
ま
で
、
じ
つ
に
十
二
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
雌
雄
を
決
せ
ん
と
し
た
場
所

が
、
千
曲
川
と
犀
川
に
挟
ま
れ
た
善
光
寺
平
の
要
所
、
川
中
島
で
あ
る
。
五
度

あ
っ
た
と
伝
え
ら
れ
る
対
陣
の
中
で
も
、
と
く
に
永
禄
四
年
（
一
五
六
一
）
の
第

四
次
合
戦
は
激
戦
と
し
て
知
ら
れ
、
武
田
軍
の
本
陣
に
単
身
で
斬
り
込
ん
で

い
っ
た
謙
信
と
信
玄
の
大
将
同
士
の
一
騎
討
ち
や
、
自
ら
考
案
し
た
き
つ
つ
き

戦
法
が
見
破
ら
れ
た
責
を
負
い
、
死
を
覚
悟
し
て
敵
陣
に
乗
り
込
ん
で
い
っ
た

天
才
軍
師
・
山
本
勘
助
の
壮
絶
な
散
り
際
な
ど
、
戦
国
の
世
を
華
々
し
く
駆

け
抜
け
て
い
っ
た
男
た
ち
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
数
多
く
伝
え
ら
れ
て
い
る
。 

武
田
信
玄
の
信
濃
攻
略 

上
田
原
の
戦
い
と
砥
石
崩
れ 

両
雄
相
ま
み
え
川
中
島
に
火
花
を
散
ら
す 

築
城
術
に
も 

優
れ
た
名
軍
師 

山
本
勘
助 

信
玄
の
謀
将 

真
田
幸
隆 東

信
濃
の
勇
将 

村
上
義
清 

 

甲
斐
国
の
守
護
・
武
田
信
虎
の
嫡
男
と
し
て
生
ま
れ
、

 

二
十
一
歳
で
悪
政
を
敷
く
父
を
追
放
し
て
領
主
に
な
り
ま
し
た
。

 

戦
上
手
で
あ
る
と
同
時
に
、領
土
の
発
展
に
寄
与
す
る 

為
政
者
と
し
て
の
才
覚
も
併
せ
持
つ 

戦
国
時
代
随
一
の
英
傑
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

 

越
後
の
龍
と
呼
ば
れ
た
、信
玄
の
生
涯
最
大
の
ラ
イ
バ
ル
。 

戦
国
の
乱
世
に
あ
っ
て
信
義
に
厚
い
名
将
と
し
て
名
高
く
、 

信
濃
豪
族
の
村
上
義
清
ら
を
庇
護
し
た
こ
と
を
き
っ
か
け
に 

信
濃
の
覇
権
を
巡
る
信
玄
と
の
宿
命
の
対
決
が
幕
を
開
け
ま
し
た
。 

赤坂橋から見た 
千曲川と松代 

武
田
信
玄
肖
像〔
典
　
寺
蔵
〕 

山
本
勘
助
肖
像〔
恵
林
寺
蔵
・
信
玄
公
宝
物
館
保
管
展
示
〕 

真
田
幸
隆
肖
像〔
長
国
寺
蔵
〕 

上
杉
謙
信
肖
像〔
上
杉
神
社
蔵
〕 



し
な
の
鉄
道

聖
高
原
 

別所温泉 

下之郷 

岩村田 
佐
久
平

美里 

乙女 

飯山 

至上越 

至十日町 

犀
川
 

裾花川 

内村川
 

上田電鉄
 

別所線 

篠
ノ
井
線
 

長
野
新
幹
線
 

しなの鉄道 長
野
自
動
車
道
 

三
才
山
ト
ン
ネ
ル
 

松
本
ト
ン
ネ
ル
 

至松本 

至
東
京
 

平井寺トンネル 

高社山　　 

小
諸
市
 

東
御
市
 

木
島
平
村
 

野沢温泉村

信
州
新
町
 

中
条
村
 

小
川
村
 

麻
績
村
 

青
木
村
 

筑
北
村
 

生
坂
村
 

御
代
田
町
 

軽
井
沢
町
 小

諸
 

長野 

安茂里 

川中島 

鳥居川 

千
曲
川
 

千
曲
川
 

佐久平 
PA

麻
績
 

小
諸
 

上
田
菅
平
 

S
A
併
設
 

東
部
湯
の
丸
 

信濃町 

406

143

403

19

戸隠山 

信
濃
町
 

立
科
町

戸隠神社奥社 

屋代 

戸倉 

坂城 

テクノさかき 

黒姫 

至富倉峠 

信州中野 
湯田中 

野尻湖 

信
越
本
線

長
野
電
鉄

　　　
　　

　
　
　
長
野
電鉄

屋
代

線

更埴JCT

姨捨 
スマートIC

佐久 

長野 

信州中野 

妙高高原 

更
埴
 

403

292

292

254

406

144

117
18

浅間山 

須
坂
市
 

中野市 

飯山市 

高
山
村
 

飯綱町 
山
ノ
内
町
 

小布施町 

豊野 

上田 

大屋 

信濃 
国分寺 

須坂 

坂城 

豊田飯山 

須坂長野東 

18

上田城跡 

ビーナスライン 

豊科 

長
野
市
 

千
曲
市
 

上
田
市
 

坂
城
町
 

上信越自動車道

飯
山
線
 

十王堂 

丸子温泉郷 
大塩温泉 

葛尾城跡 

飯綱山 

笄の渡し 

城山史跡公園・ 
荒砥城跡 

生
島
足
島
神
社
 

石
久
摩
神
社
 

（
上
田
原
古
戦
場
の
碑
） 

無
名
戦
士
の
墓
 岡城跡 

坂木宿ふるさと歴史館 
満泉寺 

板垣神社 
板垣信方の墓 
 

戸倉上山田温泉 

砥石城跡 
上田市立博物館 

村上義清公供養塔 

耕雲寺 

茶臼山 

謙信鞍掛の松 

旭山城跡 

葛山城跡 

明徳寺 

胴合橋 

山
本
勘
助
の
墓
 

典　寺 

勘
助
宮
跡
地
 

諸角豊後守の墓 

松代城跡（海津城） 
妻女山 

長野県立歴史館 
雨宮の渡し 武水別 

神社 

屋代城跡 

善光寺 

宇
佐
美
定
行
の
墓
 

壁田城址 

飯山城址 

小菅神社 

替
佐
城
址
 

東国寺 

高梨氏城跡 

野
尻
城
跡
 

真田氏歴史館 
真田氏記念公園 

真田氏居館跡 

塩
田
城
跡
 

塩
野
神
社
 

戸隠神社中社 

上杉謙信物見の岩 
横山城跡 

信州柴阿弥陀堂 

川中島古戦場（八幡原史跡公園） 

松代温泉 

長谷寺 
山家神社 

真田氏本城跡 

信綱寺 

横湯山温泉寺 

大河ドラマ「風林火山」特別企画展 

体感！川中島の戦い 2007

雨宮刑部 
の墓 

別所温泉 

1

ABCDE

2

3

4

5

「
風
林
火
山
」ゆ
か
り
の
地 

広
域
地
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川中島合戦シアター 

川中島ギャラリー 

勘助の軍略 
高坂弾正と海津城 なぜ川中島合戦は 

起こったか 
詳細・川中島合戦 
●甲陽軍鑑 
●川中島五箇度合戦之次第 
　徹底比較 

川中島合戦図屏風 
武田軍団・強さの秘密 

武田氏の成立と 
信玄の領国経営 

中世から近世へ、 
武田氏の衰亡と 
真田氏の興隆 

大河ドラマ情報コーナー 

「風林火山」とは 

舌戦！川中島 越後の龍・上杉謙信 

武田家の女たち 

転戦と版図の拡大 

武田上杉武将列伝 

展示ケース 

OUT

IN

山本勘助伝説 

川
中
島
合
戦
シ
ア
タ
ー 

風
林
火
山
と
は 

川
中
島
合
戦
図
屏
風
（
武
田
軍
団
・
強
さ
の
秘
密
） 

詳
報
・
川
中
島
合
戦
　 

な
ぜ
川
中
島
の
戦
い
は
起
こ
っ
た
か 

山
本
勘
助
伝
説 

武
田
上
杉
武
将
列
伝 

2007年3月24日○土～12月16日○日 

期　間 

9：00～16：30（最終入館16：00） 

開館時間 

川中島古戦場（屋外エリア） 
長野市立博物館（屋内エリア） 

場　所 

7月9日○月～13日○金（施設メンテナンスのため） 

休館日 

●上信越自動車道・長野I.C.から車で約5分 
●JR長野駅善光寺口3番のりばから 
　「古戦場経由松代行」で約20分 

アクセス 

風林火山・プロジェクトながの実行委員会 
TEL.026-284-7000

主　催 

■長野市立博物館（屋内エリア）案内図 

龍
虎
相
打
つ
合
戦
絵
巻
を
再
現
。 

川
中
島
の
戦
い
を
体
感
し
よ
う ！ 
セ
ン
タ
ー
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
ス
テ
ー
ジ
に

川
中
島
の
空
撮
画
像
が
貼
ら
れ
た
、
屋

内
エ
リ
ア
の
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
な
る
こ
の

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
川
中
島
の
戦
い
に
参

加
し
た
武
田
・
上
杉
諸
将
の
画
像
が
周

り
を
囲
ん
で
来
場
者
を
迎
え
ま
す
。 

  

な
ぜ
信
玄
は
執
拗
に
北
信
濃
に
執
着
し
、
謙
信
は
騒
擾
す
る
国
内
情

勢
を
犠
牲
に
し
て
ま
で
川
中
島
防
衛
に
こ
だ
わ
っ
た
の
か
。
こ
こ
で
は

従
来
様
々
な
議
論
が
な
さ
れ
て
き
た
「
川
中
島
原
因
説
」
を
近
年
新

た
に
発
見
さ
れ
た
資
料
と
と
も
に
紹
介
し
、
戦
国
史
上
名
高
い
川
中

島
の
戦
い
に
至
る
理
由
に
迫
り
ま
す
。 

  

川
中
島
合
戦
図
屏
風
（
岩
国
本
）
を
原
寸
大
で
再
現
し
、
統
制
の
と

れ
た
武
田
軍
の
軍
制
や
役
割
を
解
説
し
、
武
田
軍
団
の
強
さ
の
秘
密

に
迫
り
ま
す
。 

  

第
1
次
か
ら
第
5
次
に
い
た
る
川
中
島
の
戦
い
の
詳
細
を
、
武
田
・
上

杉
双
方
の
視
点
で
解
説
す
る
と
共
に
、
戦
の
作
法
や
、
後
世
語
り
継

が
れ
る
こ
と
に
な
る
様
々
な
伝
説
を
交
え
、
武
田
・
上
杉
双
方
の
軍

略
を
検
証
し
て
い
き
ま
す
。 

  

生
年
や
来
歴
が
謎
に
つ
つ
ま
れ
た
孤
高
の
軍
師
・
山
本
勘
助
。
そ
の
虚

と
実
が
織
り
ま
ざ
る
さ
ま
ざ
ま
な
伝
説
か
ら
、
山
本
勘
助
の
人
間
像

に
迫
り
ま
す
。 

大
河
ド
ラ
マ
の
タ
イ
ト
ル
で
も
あ
る
武
田
氏
の
旗
印
「
風
林
火
山
」
。

こ
こ
で
は
「
風
林
火
山
」
に
込
め
ら
れ
た
武
田
家
の
武
将
た
ち
の
想
い

や
精
神
を
解
説
し
ま
す
。 

  

屋
内
エ
リ
ア
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
コ
ー
ナ
ー
で
あ
る
川
中
島
合
戦
シ
ア

タ
ー
は
、
千
曲
川
の
河
原
の
上
に
再
現
さ
れ
た
戦
場
シ
ー
ン
を
背
景

に
、
大
型
ス
ク
リ
ー
ン
を
設

置
。
さ
ら
に
会
場
の
高
さ

を
利
用
し
て
天
井
に
ラ
ン

ダ
ム
に
設
置
さ
れ
た
映
像

ス
ク
リ
ー
ン
と
連
動
し
て

展
開
さ
れ
る
の
は
、
運
命

の
第
４
次
川
中
島
の
戦
い

で
す
。
立
ち
こ
め
る
霧
が

晴
れ
る
と
、モ
ニ
タ
ー
か
ら
、

ま
だ
妻
女
山
に
い
る
は
ず

の
上
杉
軍
が
突
如
雄
叫
び

を
上
げ
な
が
ら
挑
ん
で
い

き
ま
す
。
正
面
だ
け
で
な
く
、

両
サ
イ
ド
か
ら
迫
っ
て
く

る
迫
力
の
映
像
と
音
響
で
、

ま
さ
に
戦
い
の
中
に
紛
れ

込
ん
だ
か
の
よ
う
な
臨
場

感
を
演
出
し
て
い
き
ま
す
。 

大河ドラマ「風林火山」特別企画展 

ご案内 

※パースはイメージです。 

大人： 500円　小・中学生：250円 
幼児無料 

料　金 （屋内エリア） 

●webサイトは 
　こちらで検索 www.furin-kazan.jp/nagano/川中島の戦い 検  索 長野市「信州・風林火山」特設サイト 
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上田原合戦の折に武田軍の家
来が見つけた山あいの温泉。以
後、信玄の隠し湯として川中島
の戦いでも兵士の傷を癒すの
に使われたといわれています。 

丸子温泉郷 
大塩温泉 

信玄の隠し湯 

MAP B-4

武田信玄信玄が川中島の戦いの必勝必勝を祈願祈願した願状願状や配下武将配下武将を
集めて忠誠忠誠を誓わせた起請文起請文などが残る由緒ある神社神社です。 

武
田
信
玄
VS

村
上
義
清 

 

無
敵
の
武
田
軍
が
敗
れ
た 

二
つ
の
大
戦
を
偲
ぶ 

武田信玄の重臣として数々の戦
功を立てた板垣信方は、上田原
の戦いで落命。この神社には、お
墓が残されています。 

「延喜式」に記載された古社で、武田信
玄が武運長久を祈った「朱印状」が残さ
れています。 

村上義清落城後、武田信玄の居
城となりました。７月には２万株
のアジサイが「あじさい小道」に
咲き誇ります 

武田氏を信虎・信玄の二代にわ
たって支えた武田軍の重臣。信方
は愛煙家だったと言われ、墓前に
煙草を供える人も多くいます。 

■板垣信方の墓 ■板垣神社 

信玄の屈辱的敗戦の舞台は、そそり立つ岸壁上の山城でした。城跡
からは、上田市街と真田の町並みを一望できます。 

■砥石城跡 
 

■塩野神社 

■塩田城跡 

武田信玄が川中島の戦いの必勝を祈願した願状や配下武将を
集めて忠誠を誓わせた起請文などが残る由緒ある神社です。 

■生島足島神社 

上田市街地と千曲川左岸に広がる上田原と下之条一帯にかけて、激
戦が繰り広げられました。上田古戦場公園と千曲公園を散策して古の
戦に想いを馳せてください 

■石久摩神社（上田原古戦場の碑） 

上
田
原
の
戦
い 

砥
石
崩
れ 

天
文
十
七（
一
五
四
八
）年
、信
玄
は
上
田
原
で 

信
濃
の
戦
国
大
名
村
上
義
清
と
激
突
。 

板
垣
信
方
、甘
利
虎
泰
と
いっ
た
重
臣
を
失
い
、 

自
ら
も
傷
を
負
う
初
の
大
敗
北
を
喫
し
た
。 

上
田
原
の
戦
い
か
ら
二
年
後
、 

砥
石
城
を
攻
め
、再
び
義
清
と
対
戦
。 

し
か
し
こ
こ
で
も
激
し
い
抗
戦
に 

武
田
軍
は
総
崩
れ
と
な
る
。 

こ
れ
が
世
に
い
う「
砥
石
崩
れ
」で
あ
る
。 

 

天
下
統
一
を
夢
見
る
武
田
信
玄
に
と
っ
て
、信
濃
攻
略
は
す
べ
て
に
優
先
し
た
。 

諏
訪
侵
攻
を
皮
切
り
に
し
て
、佐
久
、伊
那
の
武
将
た
ち
と
戦
い
、次
々
と
勝
利
を
手
中
に
収
め
る
。 

そ
ん
な
連
戦
連
勝
の
武
田
軍
の
前
に
立
ち
は
だ
か
っ
た
の
が
、千
曲
川
に
望
む
居
城
を
持
つ 

村
上
義
清
で
あ
っ
た
。戦
国
最
強
と
言
わ
れ
た
武
田
軍
は
、義
清
と
の
戦
い
に
お
い
て
、 

二
度
に
わ
た
り
手
痛
い
敗
戦
を
喫
す
る
こ
と
に
な
る
。 

海
野
氏
の
流
れ
を
く
む
真
田
郷
の
豪
族
。 

武
田
信
玄
に
臣
従
後
、難
攻
不
落
と
さ
れ
た 

村
上
義
清
の
砥
石
城
を 

謀
略
に
よ
っ
て
落
と
す
な
ど
、 

武
田
の
知
将
と
呼
ば
れ
た
。 

の
ち
真
田
昌
幸
、幸
村
が
受
け
継
ぎ
、 

名
門
真
田
一
族
の
祖
と
な
っ
た
。 

武
田
随
一
の
謀
将
が
築
い
た 

六
文
銭
の
ふ
る
さ
と 

名
家 

真
田
一
族 

発
祥
の
里
を
巡
る 

砥
石
城
を
調
略
し
た
真
田
幸
隆
の
本
領 

真田幸隆の長男信綱夫妻、次
男晶輝の墓がある。信綱の首
を包んだ地染めの陣羽織が伝
えられています。 

■信綱寺 
真田幸隆が天文16年（1547）に開基し、
昌幸の代に整備されて真田氏の菩提寺に
なった。境内には真田幸隆夫妻と昌幸の
お墓があります。 

■長谷寺（真田幸隆の墓） 

真
田
幸
隆 

信
玄
が
義
清
に
敗
れ
た
翌
年
、 

調
略
に
長
け
た
信
玄
の
重
臣
、真
田
幸
隆
の
知
略
に
よ
り
、 

砥
石
城
は
ほ
と
ん
ど
戦
わ
ず
し
て
落
と
さ
れ
る
。 

義
清
は
本
城
で
あ
る 

葛
尾
城
も
追
わ
れ
敗
走
し
、 

頼
っ
た
の
が
、越
後
の
虎
、 

上
杉
謙
信
だ
っ
た
。 

MAP B-4

MAP B-4MAP B-4

国道144号沿いにある公園です。ちょうど
真田の入口付近にあります。「真田太平記」
の著者池波正太郎氏の筆による「真田氏
発祥の郷」の石碑と、岡田益雄氏によって
創られた真田氏三代（幸隆、昌幸、幸村）
のレリーフが建っています。 

■真田氏記念公園 

真田氏が上田城を築城する以前に用いて
いた居館跡と考えられている遺構です。現
地では通称「お屋敷」と呼ばれています。
構築の時代は明らかではありませんが、永
禄年間（1558～1570）頃かと考えられて
います。 

■真田氏居館跡 
 （御屋敷公園） 

MAP B-4 MAP B-4

上田地方の中世以降の歴史を通観できる
歴史･民俗資料および自然資料を収蔵･展
示しています。歴代上田城主の甲冑ほかの
上田藩関係資料、正保の信濃国絵図（長
野県宝）、養蚕資料などが展示されていま
す。 

■上田市立博物館 
天文22年（1553）8月、武田信玄が塩田
城（上田市東前山）を攻め落としたあと、
北信濃方面への進攻のための大事な拠点
として岡村氏の館跡を再建したものと考え
られています。3ヵ所の虎口の外側には三
日月堀が設けられ、武田流による縄張の城
として、有名です。 

■岡城跡 MAP C-4 MAP C-5

MAP C-5

MAP C-5

MAP C-5

MAP B-4

MAP C-5

MAP C-4MAP C-4

MAP C-4

MAP C-4

真田家家宝の武具、調度
品、文書、美術品を所蔵。 
一帯は御屋敷公園として
整備されており、歴史ファ
ンならずとも必見です。 

真田氏歴史館 

上田原合戦の犠牲となった兵士
たちを弔う墓石。この合戦で命を
落とした者は両軍あわせて4千人
を超えたといわれています。 

■無名戦士の墓 

信濃の豪族として村上義清ととも
に出陣。村上方の武将では刑部
の他、屋代源吾や小島権兵衛も
討ち死にしました。 

■雨宮刑部の墓 

松尾城ともいわれ、真田昌幸が
上田城に移るまで、真田氏の本
城と推定されています。南西に
ゆるやかに広がる一帯には土塁
や郭跡が残り、散策に最適です。 

真田氏本城跡 

オススメ 
場所 

これは 
必見！ 

MAP C-4

真田幸隆肖像（長国寺蔵） 

56

ゆ
か
り
の
地 

上
田
市 



笄
の
渡
し
と
女
涙
坂
伝
説 

こ
う
が
い 

お

な

み

ざ
か

 

　
持
ち
前
の
武
力
で
武
田
晴
信（
後
の
信
玄
）を
２
度
も
撃
退
し
、

数
多
く
の
重
臣
を
討
ち
取
っ
た
村
上
義
清
で
し
た
が
、
武
田
方

の
真
田
幸
隆
や
山
本
勘
助
達
の
調
略
に
よ
り
配
下
の
武
将
達
が

次
々
と
寝
返
り
、
戦
わ
ず
し
て
葛
尾
城
を
放
棄
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

　
時
に
天
文
２２
年
（
１
５
５
３
年
）
４
月
、
も
は
や
こ
れ
ま
で
と

悟
っ
た
村
上
義
清
は
、
越
後
の
長
尾
景
虎(

後
の
上
杉
謙
信)

を

頼
っ
て
密
か
に
落
ち
の
び
る
こ
と
を
決
意
し
ま
し
た
。
し
か
し
奥

方
と
は
い
え
、
周
り
を
敵
に
囲
ま
れ
た
状
況
で
は
連
れ
て
行
く
わ

け
に
も
い
き
ま
せ
ん
。 

　
仕
方
な
く
奥
方
は
千
曲
川
を
挟
ん
で
対
岸
に
あ
る
東
国
寺
に

逃
げ
込
み
、
仏
門
に
帰
依
し
て
俗
世
と
の
関
わ
り
を
断
ち
、
武
田

方
に
捕
ら
わ
れ
る
こ
と
か
ら
逃
れ
よ
う
と
決
め
ま
し
た
。 

　
早
速
葛
尾
城
か
ら
下
り
、
千
曲
川
の
渡
し
場
ま
で
来
ま
し
た

が
、
船
頭
達
は
敗
軍
の
将
の
奥
方
を
逃
が
す
手
伝
い
を
す
る
と
、

後
に
咎
め
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
を
心
配
し
て
、
誰

も
舟
に
乗
せ
よ
う
と
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
ば
か
り
か
、
捕
ら
え
て
武

田
方
に
渡
そ
う
と
す
る
不
穏
な
空
気
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。 

　
仕
方
な
く
奥
方
は
言
い
ま
し
た
。「
今
は
敗
者
な
れ
ど
、
昨
日

ま
で
は
こ
の
地
を
治
め
た
者
の
奥
方
と
し
て
、
皆
に
は
恩
愛
の
心

を
持
っ
て
接
し
て
き
た
つ
も
り
で
す
。
そ
れ
な
の
に
こ
の
有
様
と

は
、
か
く
も
こ
の
世
は
儚
い
も
の
か
。
」 

　
す
る
と
一
人
の
船
頭
が
進
み
出
て
言
い
ま
し
た
。「
私
は
特
に

村
上
様
の
ご
厚
誼
を
受
け
た
者
と
し
て
、
奥
方
様
の
状
況
を
見

て
見
ぬ
ふ
り
を
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
後
に
罪
に
問
わ
れ

よ
う
と
も
、
私
が
渡
し
て
差
し
上
げ
ま
す
。
」 

　
こ
う
し
て
奥
方
は
千
曲
川
を
渡
り
ま
し
た
が
、
対
岸
に
着
く

寸
前
に
船
頭
に
向
か
っ
て
言
い
ま
し
た
。「
こ
の
ご
恩
は
決
し
て

忘
れ
な
い
で
し
ょ
う
。
い
つ
の
日
か
夫
義
清
が
こ
の
地
を
奪
還
し

た
時
は
、
相
応
の
褒
美
を
差
し
上
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
約
束
の
印

と
し
て
こ
れ
を
渡
し
ま
し
ょ
う
。
」
そ
し
て
奥
方
は
付
け
て
い
た

髪
飾
り(

笄)

を
渡
し
ま
し
た
。 

　
東
国
寺
ま
で
あ
と
わ
ず
か
の
坂
の
と
こ
ろ
ま
で
来
て
、
奥
方
は

振
り
返
り
ま
し
た
。
追
っ
手
は
す
ぐ
近
く
ま
で
来
て
い
て
、
今
に

も
追
い
つ
か
れ
そ
う
で
す
。
ふ
と
逃
げ
て
き
た
葛
尾
城
の
方
へ
目

線
を
向
け
る
と
、
城
に
は
も
う
武
田
方
の
旗
が
翻
っ
て
い
ま
す
。 

　
こ
れ
を
見
た
奥
方
は
「
戦
国
の
世
の
習
い
と
は
い
え
、
余
り
に

も
無
情
な
る
は
こ
の
浮
世
。
世
を
捨
て
る
の
と
、
世
を
去
る
の

に
、
ど
れ
ほ
ど
の
違
い
が
あ
る
も
の
か
。
」
と
、
涙
を
流
し
な
が
ら

言
い
ま
し
た
。
こ
の
後
奥
方
は
、
無
事
東
国
寺
に
逃
げ
お
お
せ
た

と
も
、
追
っ
手
に
討
た
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
真
相
は

は
っ
き
り
し
て
お
り
ま
せ
ん
。 

　
こ
の
と
き
奥
方
が
渡
っ
た
千

曲
川
の
渡
し
場
は
、
後
に
「
笄

の
渡
し
」
と
呼
ば
れ
、
涙
を
流

し
た
坂
は
「
女
涙
坂
」
と
呼
ば

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

し
て
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
奥
方
の

悲
話
は
、
戦
国
時
代
に
生
き
た

女
性
達
の
悲
し
み
を
後
世
に
伝

え
る
伝
説
と
し
て
、
今
も
語
り

継
が
れ
て
い
ま
す
。 

 

も
う
ひ
と
つ
の
川
中
島
の
戦
い
、社
寺
争
奪
戦 

古より老若男女の信仰を集める名刹。川中島の戦いの際、その本尊は
上杉謙信によって越後に移されたという説もありますが、武田信玄によ
って甲斐に移されました。その後も時の為政者により流転を余儀なくされ、
40年以上を経て再び信濃に戻りました。宗派を問わず万人を受け入れ
る霊場として、今も全国から参詣者が絶えません。 

標高1917m、北信五岳に数えられる美しい山。山頂近くに
は信玄、謙信ともに戦勝を祈願したと伝えられる飯縄大権
現神社が鎮座しています。 

飯綱山 

戸隠神社 中社 

善光寺 

平安時代から修験道の霊場として都にまで名を馳せ、戦
国時代には甲越両軍の争乱に巻き込まれました。武田信
玄が戦勝祈願をしたといわれる中社には、信玄の願文など
が残されています。奥社へ続く参道の杉並木は圧巻です。 

ゆ
か
り
の
地 

長
野
市 

東
信
濃
の
勇
将
・ 

村
上
義
清
の 

面
影
を
辿
る 

信
州
・
坂
城
を
拠
点
と
し
た
勇
猛
果
敢
な
戦
国
大
名
。 

武
田
軍
の
信
濃
攻
略
に
立
ち
ふ
さ
が
り
、 

信
玄
を
二
度
に
わ
た
っ
て
撃
退
し
た
が 

武
運
つ
た
な
く
破
れ
た
後
は 

失
地
回
復
を
願
っ
て
上
杉
謙
信
を
頼
り
、 

再
興
を
き
し
川
中
島
の
戦
い
の 

火
種
を
つ
く
っ
た
。 

村
上
義
清 

無
敵
の
武
田
軍
を
二
度
も
破
る 

あら　 と 

信濃村上氏や、甲斐の武田信玄と激闘を演じ、二度までうち破った村上義清の資
料をはじめ、北国街道の宿場町として栄えた「坂木宿」の歴史・文化にふれられます。 

○C 善光寺 

葛尾城を追われた村上義清の
夫人が千曲川を渡って逃げた
場所。何も持たずに逃げたため、
我が身の危険をかえりみず快
く舟を出してくれた船頭に、夫
人は渡し賃の代わりに髪に挿
したかんざしを与えました。人
望の厚かった義清夫妻をしの
ぶエピソードが伝わっています。 
 

■笄の渡し 

武田信玄・勝頼の二代にわた
って篤い保護を受けた名刹。
寺名は信玄自らつけたと言わ
れています。 

■耕雲寺 

村上義清は川中島の戦い以降、
謙信の家臣として越後に移り住み、
そこで没したと伝えられています。
この供養塔は江戸時代、坂城の
代官によって建立されたものです。 

■村上義清公供養塔 

坂木宿ふるさと歴史館 

戦
国
時
代
の
武
将
た
ち
は
、
戦
い
に
勝
っ
て
領
土
を
広
げ
て
い
く
た
め
に
、
少
し
で
も
多
く
の
神
仏
の
加
護
を

得
た
い
と
願
い
ま
し
た
。 

特
に
、
武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
は
、
ど
ち
ら
も
出
家
し
て
お
り
、
信
仰
心
が
篤
い
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。 

善
光
寺
ご
本
尊
の
争
奪
戦
は
も
と
よ
り
、
戸
隠
神
社
へ
の
激
烈
な
祈
願
文
や
飯
縄
大
権
現
を
お
互
い
に
守
護

神
に
す
る
な
ど
、
北
信
濃
の
聖
地
を
巡
っ
て
、
こ
の
両
雄
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
駆
け
引
き
を
展
開
し
て
い
ま
す
。 

平
安
時
代
か
ら
続
く
名
家
に
生
ま
れ
た
村
上
義
清
は
、 

佐
久
・
更
科
・
埴
科
・
小
県
・
水
内
・
高
井
郡
な
ど 

信
濃
の
各
地
を
支
配
下
に
治
め
て
い
た
。 

最
後
は
信
玄
に
追
わ
れ
る
身
と
な
る
が
、 

義
理
人
情
に
厚
か
っ
た
義
清
を
慕
う
人
は
今
も
多
い
。 

村上義清に代表される村上氏
代々の菩提寺で、村上氏の居
館跡に移築されたものです。 
※改築中 

■満泉寺 

南北朝時代から続く村上氏歴代の居
城。現在、頂上には村上神社が祀られ、
城跡からは千曲川の雄大な流れが
望めます。坂城町側からと千曲市側
からのトレッキングコースも楽しめます。 

■葛尾城跡 MAP C-4 MAP C-4

MAP C-4 MAP C-4

MAP C-4

村上氏の一族山田氏の居城です。
対岸の葛尾城の支城的役割を果た
しました。大河ドラマ「風林火山」
のロケで撮影に使用されました。 

■城山史跡公園・ 
　荒砥城跡 

村上氏の一族とされる屋代氏の居城。
有力家臣の屋代氏の寝返りは、村
上氏が葛尾城を追われる一因とな
りました。 

■屋代城跡 MAP D-3

MAP C-4

MAP C-2

MAP D-2

平安中期の延喜式にも登場する大社です。弘治3年（1557）、武田軍との合戦を前
にした謙信が信玄討伐の加護を祈った願文を奉納したと伝えられています。 

■武水別神社 MAP D-3

MAP D-4

オススメ 
場所 

これは 
必見！ 

MAP D-2
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坂
城
町
・
千
曲
市 

世界のバラ約1100種類を一堂
に集めた「夢ばらの里」で、最近人
気を集めているのが、なんといち
ご狩り！土壌栽培に拘り、減農薬で
手間暇かけて育てたいちごは、そ
の愛情に応えるかのようにつやつ
や輝き糖度もバツグン！ いちごの
シーズンが終わっても、さくらんぼ、
ブルーベリー、巨峰など、フルー
ツ狩りが一年中楽しめます！ 

埴科郡坂城町上五明453-2

9時～17時　 年中無休　 大人500円、子供400円 
30台、バス12台　 上信越長野坂城ICから車で約10分 

※いちご狩りのお客様は、バラ園見学無料。 

営 

駐 

休 料 

交 

長野でいちご狩り！？  
この美味しさは驚きです！！ 

坂城 
IC坂城IC入口 

至西上田駅 

至戸倉 

村上 

田町 

坂城 

昭和橋 

大望橋 

坂城 
大橋 

坂城駅 

上
信
越
自
動
車
道

上
信
越
自
動
車
道 

長
野
新
幹
線

長
野
新
幹
線 千

曲
川

千
曲
川 

坂城 
IC坂城IC入口 

至西上田駅 

至戸倉 

村上 

田町 

坂城 

昭和橋 

大望橋 

坂城 
大橋 

坂城駅 

上
信
越
自
動
車
道 

長
野
新
幹
線 

18

千
曲
川 

◎いちご狩り/～5月初旬（4/1～5/6は30分1,000円） 
◎さくらんぼ狩り/5月末～　◎巨峰狩り/8月初旬～ 
◎信州ばらフェスティバル/4月1日～6月末 



川中島からほど近い松代に
湧く温泉。切り傷に効能を発
揮する鉄分を含んだ赤褐色
の湯で、川中島の戦いでは信
玄の隠し湯として利用された
と言われています。 

松代温泉 

八幡原史跡公園 

山
本
勘
助
の
奇
策『
啄
木
鳥
の
戦
法
』 

 
信
玄
VS

謙
信
、宿
命
の
対
決 

川
中
島
の
戦
い
の
地
を
訪
ね
る 

千
曲
川
と
犀
川
に
は
さ
ま
れ
た
善
光
寺
平
の
要
所
、川
中
島
は
、武
田
信
玄
と
上
杉
謙
信
が
、信
濃
の
領
有
を
争
い
、 

天
文
22
年（
1
5
5
3
）か
ら
永
禄
7
年（
1
5
6
4
）ま
で
、12
年
間
5
回
に
お
よ
ん
だ
戦
い
の
舞
台
。 

信
玄
と
謙
信
が
一
騎
討
ち
を
果
た
し
た
永
禄
4
年（
1
5
6
1
）の
戦
い
は
、 

戦
国
史
上
、最
大
の
激
戦
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

甲
越
の
両
雄
が 

相
ま
み
え
た
決
戦
の
地 

山本勘助らが戦死した永禄４年の川中島の戦いで、武田軍が本陣を
構えた古戦場跡。「はちまんぱら」と呼ばれる史跡公園内には、合戦の
ハイライトである信玄・謙信両雄一騎討ちの銅像をはじめ、三太刀七
太刀之跡の碑、首塚、執念の石、八幡社などがたたずみ、激戦の歴史
を伝えています。 

信玄の天下取りを夢見ながら川中
島に散った天才軍師、山本勘助。
法名の山本道鬼居士と記された墓
は千曲川の堤防の下、古戦場一帯
を見渡せる場所に建てられています。 

平地との標高差100mほどの小山。
第4次川中島の戦いの際、謙信が
本陣を構えて海津城の動向をと
らえた場所です。海津城から立ち
昇る炊事の煙を見て、謙信は山
本勘助の「啄木鳥の戦法」を見
破ったとされています。 

武田方の侍大将、諸角虎定の供養塔。信虎、信
玄の2代にわたって武田家に仕えた重臣。最も
激烈な戦いとなった第4次川中島の戦いでは、
81歳という最古参で戦場に赴き、獅子奮迅の活
躍をするも討ち死にしてしまいます。地元の人々
には「もろずみさん」の愛称で親しまれ、今も春
と秋には集落をあげて慰霊祭が行われています。 

第4次の戦いの際、海津城から立ち昇る炊
事の煙の数から、奇襲を察知した上杉謙
信は、夜半過ぎに「雨宮の渡し」を越え、
霧の中密かに武田軍に近づきました。渡し
があったとされる場所は現在公園として整
備され「鞭声粛々夜河を渡る…」の頼山陽
の石碑とともに、往時をしのばせています。 

■山本勘助の墓 

信玄の隠し湯 

信玄の弟で武勇にすぐれた副将
典　信繁は、川中島で命を落とし
ました。典　を葬った塚を典　塚
というようになり、後に典　寺と
名を改め、両軍の戦死者を弔い
ました。火縄銃などの史料も展示
されています。 

■典　寺 

■川中島古戦場・八幡原史跡公園 

■妻女山 

武田二十四将のひとり、高坂弾正
が再興した寺です。本堂の裏には
「蛙合戦」で知られる池があります。
また、ここには第2次大戦中、硫黄
島で散った地元松代出身の栗林
忠道中将の墓もあります。 

■明徳寺（高坂弾正の墓） 
　（栗林忠道中将の墓） 

第4次川中島の戦いで討ち死にし
た山本勘助の首を、家来が敵の
手から奪い取り、胴と首をつなぎ
合わせた場所とされています。 

■ 胴合橋 

■雨宮の渡し 

風林火山ミニ周遊バス 

きつつき号 
 のご案内 

信玄・謙信　一騎討ち像 
 

三太刀七太刀之跡三太刀七太刀之跡の碑 三太刀七太刀之跡の碑 首塚 

山
本
勘
助 

武
田
信
玄
の
天
下
取
り
を 

補
佐
す
る
天
才
軍
師
。 

諸
国
を
漫
遊
し
て
軍
略
や 

築
城
術
な
ど
を
修
め
た
後
、 

武
田
家
の
重
臣
・
板
垣
信
方
に 

推
挙
さ
れ
て
信
玄
に
仕
え
る
。 

川
中
島
の
戦
い
で 

自
ら
進
言
し
た 

啄
木
鳥
の
戦
法
が
上
杉
軍
に 

見
破
ら
れ
、命
を
落
と
し
た
。 

運行日 

大人500円、小人250円 料　金 

時刻表 

コース 

要予約 

9:00発 10:30発 12:30発 14:00発 15:30発 の5便（約60分周遊コース） 

川中島古戦場発 赤川の碑・胴合橋・山本勘助鎮魂之碑（車窓） 

妻女山展望台（下車見学） 山本勘助の墓（下車見学） 川中島古戦場着 

山本勘助の墓 妻女山展望台 行き 

啄
木
鳥
の
戦
法
と
は
、
キ
ツ
ツ
キ
が
虫
を
捕
ら
え
る
た
め
に
木
の
側
面
を
く
ち

ば
し
で
コ
ツ
コ
ツ
と
た
た
き
、
虫
が
驚
い
て
反
対
側
へ
逃
げ
出
す
の
を
待
ち
伏
せ

る
習
性
か
ら
称
さ
れ
た
戦
法
で
、山
本
勘
助
が
提
唱
し
た
策
。
永
禄
4
年（
1
5
6
1
）

9
月
9
日
夜
、
武
田
軍
が
二
隊
に
分
か
れ
、一
隊
が
上
杉
軍
の
本
陣
で
あ
る
妻
女

山
に
奇
襲
攻
撃
を
か
け
、
不
意
を
つ
か
れ
て
山
を
下
り
る
上
杉
軍
を
残
る
一
隊
が

待
ち
受
け
八
幡
原
で
撃
つ
と
い
う
作
戦
だ
っ
た
が
、
謙
信
に
作
戦
を
見
破
ら
れ
て

信
玄
本
陣
は
窮
地
に
追
い
込
ま
れ
る
。 

 

■諸角豊後守の墓 

親鸞聖人真筆「十字名号」を本尊として文明年間に開
基され、川中島の戦いの際信玄が武運長久を祈願する
とともに堂を改築、善光寺如来御分身仏を奉安して両軍
の戦死者を祀り、謙信も家臣を遣わし礼拝しました。昭
和初期の千曲川築堤により現在地に移築されています。 

■信州柴阿弥陀堂 

敵陣に身を投じていった勘助の
最後は壮絶であったと伝えられて
います。ここに建っていた諏訪社
を後に勘助宮と呼ぶようになりま
した。現在は、長野オリンピックス
タジアムがある南長野運動公園
の南西に石碑が建っています。 

■勘助宮跡地 

永禄元年（1558）～永禄
3年（1560）、北信濃の最
前線基地として、さらに来
るべき川中島での決戦に
向けて、信玄が山本勘助
に命じて築城させました。
初代城主は高坂弾正。現
在の太鼓門や堀、石垣な
どは復元されたものですが、
本丸跡からは往時をしの
ぶことができます。 

■松代城跡 
　（海津城） 

2007年4月21日～2007年11月25日間の土・日・祝日 
2007年4月28日～2007年5月6日の毎日、2007年7月21日～2007年8月19日の毎日 

川中島バス株式会社　TEL026-254-6700（平日） 
 TEL026-254-6000（土・日・祝） 

観光バスで入れない、 
マイカーでも不安な狭道を 
周遊バスがめぐります。 
また、“語りべ”が旧跡などを 
バス車内でご案内いたします。 

春の松代城跡 
山本勘助肖像（恵林寺蔵・信玄公宝物館保管展示） 

MAP C-3

MAP C-3 MAP C-3 MAP C-3

MAP C-3MAP C-3MAP C-3 MAP C-3 MAP C-3

MAP C-3

MAP C-3

MAP C-3
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長
野
市
・
千
曲
市 

長野市大門町83 ＴＥＬ.026-232-3966（本社） 

根元　八幡屋礒五郎 
長野市南千歳1-22-6（長野駅構内） ＴＥＬ.026-268-0665
Ｂｅａｒｎｙ ベアニー 

８時～２０時１５分　 無休　 ＪＲ長野駅入口（善光寺口）駅ビルミドリ側 営 休 交 

野沢菜  
栗しぼり 
信州そばまんじゅう／石臼引きそば粉で最高級の味 
 

／本格浅漬・売上トップの人気商品 
／栗をたっぷり使用した贅沢味 
 

長野駅善光寺口を降りてすぐの場所にある
駅前では随一の品揃えの土産物店。信州な
らではのご当地グルメからグッズまで、探し
ているものがきっと見つかる豊富な品揃え
が魅力。こだわりの野沢菜漬けなど季節の
素材を使った土産物がおすすめ。旅の途中
や帰りに気軽にお立ち寄りください。 

ながの 
東急百貨店 

かるかや山前 
南千歳町 

南千歳公園 

長野駅 

風 林 火 山 
信州銘菓・お土産多数 



謙
信
の
足
跡 

義
の
人
、 

上
杉
謙
信
と 

い
う
男
。 

越
後
の
龍
、 

上
杉
謙
信
の
拠
点
、 

春
日
山
。 

永禄7年（1564）、信玄は謙信
の関東出兵に乗じ、越後国境の
野尻城まで攻め上がります。謙
信はすかさず城を奪還。その勢
いで川中島に進軍し、塩崎で対
峙しました。しかし両軍一戦も交
えることなく撤退。これが最後の
川中島の戦いとなりました。 

■野尻城跡（信濃町） 

越後・春日山城から川中島に出陣する際、上杉軍が使用したとされる峠。謙信は一気に
戦場に向かわず、まず飯山城に入って万事を調えました。 

■富倉峠（飯山市） 

北信濃から越後・春日山城にいたる
飯山街道を押さえる場所に位置する、
地方豪族、泉氏の城です。謙信は信
濃進出の主要拠点として重視し、武
田軍の脅威を打ち破って城を確保し
ました。第5次川中島の戦いの頃に
は改築を行いました。堅牢な城で武
田軍はついに攻落できませんでした。 

嘉元３年（1305）、京都東福寺
の虎関国師と練国禅師が 浴場を
開設したのが「温泉寺」の始まり
と伝えられています。川中島の戦
いの際、傷ついた兵士の療養の
地となり、武田信玄がお寺に寄進。
信玄を開基とし、武田菱がいまも
寺紋に用いられています。 

■飯山城址（飯山市） 

役小角が創建したと伝えられる
修験場。戸隠、飯綱と共に北信
三大修験場として栄えました。弘
治3年（1557）、上杉謙信が戦
に勝ったら寺領を寄進すると願
文を捧げました。焼失を免れた
奥社は国重要文化財です。 

■小菅神社（飯山市） 

千曲川をはさんで建てられた壁
田城、替佐城の2つの城は、武田
軍の最前線拠点として互いに連
携しあい、上杉勢を大いに悩ま
せました。 

■壁田城址・替佐城址（中野市） 

山麓の緩やかな扇状地に築かれ
た高梨氏の本拠。中野小舘と呼
ばれ、長野県の指定史跡として
発掘・整備され、「高梨館跡公園」
となっています。土塁や堀、建物跡、
井戸跡、石で造られた水路（側
面は石、床は土）、そして庭園な
どがほぼそのまま残されています。 

■高梨氏城跡［居館・山城］（中野市） 
 

上杉謙信が居城とした大規模な山城。春日山
全体を城郭として堀や土塁をめぐらせた堅牢
なつくりであった。現在は城跡として本丸跡
や毘沙門天を奉ったお堂を巡ることができます。 

■春日山城（新潟県上越市） 
春日山城のふもとには、長尾家の菩提寺・
林泉寺があります。謙信は7歳の折、この寺
に預けられ、14歳までの多感な時期を過ご
しました。 

■林泉寺（新潟県上越市） 

越
後
国
の
守
護
代
を
務
め
た
長
尾

氏
の
次
男
に
生
ま
れ
る
が
、兄
の

養
子
と
な
っ
て
家
督
を
継
ぎ
、上

杉
憲
政
か
ら
上
杉
姓
と
関
東
管
領

職
を
譲
ら
れ
る
。武
田
信
玄
は
も

と
よ
り
、北
条
氏
康
、織
田
信
長
ら

と
合
戦
を
繰
り
広
げ
、戦
国
時
代

を
代
表
す
る
軍
神
と
呼
ば
れ
た
。 

上
杉
謙
信 

■横湯山 温泉寺（山ノ内町） 
 

自
ら
を
毘
沙
門
天
の
生
ま
れ
変
わ
り
と
称
し
、

 

抜
き
ん
出
た
指
揮
統
率
力
に
よ
り
、

 

連
戦
連
勝
を
重
ね
た
戦
国
時
代
屈
指
の
武
将
、

 
上
杉
謙
信
。

 
信
玄
に
敗
れ
た
村
上
義
清
の
要
請
に
応
え
、

 

川
中
島
で
歴
史
に
残
る
決
戦
を
繰
り
広
げ
る
こ
と
に
な
る
。

 

義
を
重
ん
じ
、私
利
私
欲
で
は
動
か
な
か
っ
た
と
い
わ
れ
る 

謙
信
の
、北
信
濃
に
お
け
る
足
跡
を
辿
る
。

 

川
中
島
の
戦
い
で
は
、結
局
、宿
敵
・
武
田
信
玄
と
の 

決
着
は
つ
か
ず
、謙
信
は
北
信
濃
の
一
部
を 

掌
握
し
た
の
み
で
あ
っ
た
。そ
の
後
、

 

織
田
信
長
と
の
戦
い
を
進
め
て
い
る
な
か
、

 

春
日
山
城
に
て
四
十
九
歳
の
若
さ
で
急
逝
す
る
。

 

上杉謙信公画像　米沢市・上杉神社所蔵 

宇佐美定行は、上杉十八将のひ
とりに数えられている謙信の参謀。
我が身を犠牲にし、武田信玄と通
じていると噂のあった長尾政景と
共に野尻湖に没し、上杉家の安
泰を図ったと言い伝えられています。
宇賀神社にはお墓が残されてい
ます。 

■宇佐美定行の墓（信濃町） 

善光寺の裏手、大峰城へと続く遊歩道の途中に謙信が武田軍の動き
を見張るために使ったといわれる巨石がのこっています。 

■上杉謙信物見の岩（長野市） 

妻女山に陣をかまえた謙信が、山麓
の合津比売神社に必勝を祈願したとき、
愛馬の鞍を掛けたといわれる松の木。
当時の松は寿命で朽ちてしまい、昭
和57年、有志が現在の場所に後継の
松を植え、後世に伝えることにしました。
すぐ下には「上杉謙信槍先之清水」
と呼ばれる湧き水も流れ出ています。 

■謙信鞍掛の松（長野市） 
第2次と第5次の川中島の戦いで上
杉謙信がこの地に本陣を置きました。
善光寺の東隣、城山公園を過ぎ、
坂を上ったところ、現在の彦神別神
社が主郭であったと言われています。
武田軍の旭山城を望むことができ、
善光寺平を見下ろす眺望もすばら
しいビューポイントです。 

■横山城跡（長野市） 

MAP B-1

MAP B-1

MAP B-1、2

MAP A-1

MAP B-2 MAP A-2

MAP C-2

MAP C-1 MAP C-1 MAP C-3 MAP C-2
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ゆ
か
り
の
地 

上田市 

武将たちの熱き戦いに思いを馳せて― 

ゆかりの地  旅のモデルコース 

真田幸隆の 
ふるさと上田と 
信州の鎌倉･ 
別所温泉を 
めぐる旅 1

1泊2日 

安楽寺 八角三重塔 

真田幸隆 

村上義清 

山本勘助 

■ポイント 
上田市は真田一族発祥の地。その真
田の郷と、武田軍を悩ませた戦いの
跡を見学。別所温泉の外湯めぐりと
鎌倉から室町期の国宝･重文級の名
刹が残る塩田平の散策も楽しみたい。 

坂城町 
千曲市 

村上義清の面影と 
川中島古戦場と 
温泉の里･ 
戸倉上山田温泉 
の旅 2

1泊2日 

戸倉上山田温泉 

■ポイント 
東信濃随一の勇将のふるさとには、
戦いの激しくも悲しい伝説を残す地
が今も残る。川中島の戦いに至る軌
跡を追いかけ、千曲川のほとり開湯
100年の戸倉上山田温泉に辿り着く。 

長野市 

信玄×謙信 
激突の地 
川中島古戦場と 
善光寺･戸隠神社を 
歩く旅 3

1泊2日 

善光寺仲見世通り 

■ ポイント 
川中島古戦場と大河ドラマ「風林火山」
特別企画展をメインに、長野を満喫す
るコース。平成19年本堂再建満300
年の善光寺と神々の伝説が息づく大
自然の宝庫･戸隠へ。 

■コース 
各地→坂城IC→車8分→村上義清供養塔→車3分→坂木宿ふる
さと歴史館→《昼食》→車5分→笄の渡し（葛尾城を望む）→車10分

→荒砥城跡→車8分→戸倉上山田温泉宿泊→車15分→武水別
神社→車15分→雨宮の渡し→妻女山（車窓見学）→車20分→川
中島古戦場（大河ドラマ「風林火山」特別企画展）→《昼食》
→車5分→典　寺→車10分→松代城跡（海津城）→車15分→山本
勘助の墓→車10分→長野IC→各地 

■ コース 
各地→長野IC→車5分→川中島古戦場（大河ドラマ「風
林火山」特別企画展）→《昼食》→車5分→典　寺→車

10分→松代城跡（海津城）→徒歩→松代町内散策→車40

分→善光寺宿坊宿泊（精進料理）→徒歩2分→善光寺（お
朝事）→徒歩→仲見世散策→車60分→戸隠神社中社→
徒歩→昼食（戸隠そばなど）→車5分→鏡池→車15分→ 
戸隠奥社参道散策→車70分→長野IC→各地 

■コース 
各地→上田菅平IC→車15分→真田氏歴史館→徒歩1分→真田氏
居館跡（御屋敷公園）→車20分→上田城跡→上田市内散策（池波
正太郎真田太平記館など）→《昼食》→車20分→石久摩神社（上
田原古戦場の碑）→車5分→板垣信方の墓→車25分→生島足島
神社→車20分→別所温泉宿泊→徒歩→別所温泉散策（外湯めぐ
り･北向観音･安楽寺八角三重塔ほか）→車20分→塩田平散策（塩
野神社･前山寺三重塔ほか）→車30分→上田菅平IC→各地 

モデル 
コース 

モデル 
コース 

モデル 
コース 

※大型バスの駐車ができない場合もありますのでご注意ください。 
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板
垣
信
方
の
墓 

上田原古戦場 

市立博物館 
山本鼎記念館 

砥石城跡 

上田菅平IC

真田氏歴史館 

真田氏本城跡 

上田 上田 

城下 
三好町 

民俗資料館 

上田創造館 

赤坂上 

上田原 

寺下 

神畑 

大学前 

下之郷 

生
島
足
島
神
社 

中塩田 

塩田町 

上田電鉄別所線 

中野 舞田 
矢木沢 

別所温泉 
常楽寺 

池波正太郎 
真田太平記館 
 

浄念寺 

浄楽寺 
上田大橋 

信濃国分寺資料館 
信濃国分寺 

信濃国分寺跡 

願行寺 

しなの鉄道 

上信越自動車道 

西上田 

テクノさかき 

坂城 

前 

塩野神社 至三才山トンネル 

至万座・草津 

信濃デッサン館 農産物直売所 
「あさつゆ」 

丸子温泉郷 

長
野
新
幹
線 

菅平高原 

前山寺 
三重塔 

別所温泉 
北向観音 

文殊堂 

上田城跡 
上田市観光会館 

塩田平 

長谷寺 

う
え
だ
食
彩
館 

ゆ
と
り
の
里 

真田氏居館跡 

ゆきむら夢工房 
特産品直売所 

鹿教湯温泉 

安楽寺 
八角三重塔 

（重文） 中禅寺 
薬師堂 

（重文） 

（国宝） 

（県宝） 

信濃国分寺 

坂城IC

至長野 至更埴 
　JCT

至戸倉 

至
東
部
湯
の
丸
I
C

千
曲
川 

大塩温泉 

霊泉寺温泉 

1314

真
田
氏
の
上
田
城
下
の
街
並
み
、の
ど
か
な
田
園
風
景
に
名
刹
や
美
術
館
が
た
た
ず
む

塩
田
平
、古
く
は
「
枕
草
子
」
に
登
場
し
、別
名
“七
久
里
の
湯„
と
呼
ば
れ
る
別
所
温

泉
、静
か
な
山
間
に
湧
く
丸
子
温
泉
郷
な
ど
、見
ど
こ
ろ
湯
ど
こ
ろ
は
尽
き
ま
せ
ん
。 

上
田
市
 

信
州
最
古
の
湯
 

別
所
温
泉
 

信
州
の
鎌
倉
 

塩
田
平
 

心
と
体
が
 

元
気
に
な
る
 

ヘ
ル
シ
ー
リ
ゾ
ー
ト
地
 

菅
平
高
原
 

安楽寺は、長野県下で最も古い禅寺。杉並木の石段を登
ると、禅寺ならではの清らかなたたずまいが、心を安らかにし
てくれます。本堂奥の小高い地に建つのが、国宝で、国内
唯一の貴重な存在・八角三重塔。中国・宋代の様式を伝
えています。 

信州の鎌倉と呼ばれ
る塩田平の「独鈷山」
の近くに建つ古刹。
建治3年、北条義政
の塩田城入城に伴い、
その祈願寺となり、戦
国時代には武田信玄
の保護も受けました。
室町時代に建てられ、
現在、国の重要文化
財となっている三重塔
は、一層目は完成して
いるものの、二層目・
三層目には窓や欄干
が付いていないため
「未完成の完成塔」と
呼ばれています。 

前山寺 三重塔 
（重文） 

北向観音 

安楽寺 八角三重塔（国宝） 

真田幸隆が開
山した真田氏
の菩提寺。境
内には幸隆夫
妻と昌幸の墓
があります。六
文銭が刻まれ
た石門や、これ
を覆うように咲
くしだれ桜も見
どころです。 

長谷寺 

上田城築城以前の真田氏の本拠地。地元では「お屋敷」と
呼ばれ親しまれています。現在は「御屋敷公園」として整備
され、ツツジの名所として知られています。 

真田氏居館跡 

日本三大文殊の一つ。鹿に身を変えて信心深い猟師
に効能豊かな出湯を教えた、という鹿教湯温泉開湯の
由来となった文殊菩薩が祀られています。 

文殊堂（県宝） 

雨の少ない塩田平
の雨乞い祭りといわ
れています。毎年7月
15日に近い日曜日、
龍神にたとえるカラフ
ルな幟を立て別所温
泉を練り歩きます。 
（国選択無形民俗
文化財） 

岳の幟 
平安末期から鎌倉初期に
かけての建立で、県下最
古の木造建築といわれる
中禅寺薬師堂。空海の
創建と伝えられ、素朴なが
ら重厚な茅葺屋根が特徴。
堂内の薬師如来座像、神
将像とともに、国の重要
文化財。 

中禅寺 薬師堂（重文） 

ラグビーの合宿地として有名な菅平高原は、ハイキングやキャンプも楽しめるアウトドアスポーツのメッカ。 
毎年、歓声が響きます。 

菅平高原 

上
田
駅
か
ら
上
田
電
鉄
別
所
線
に
乗
り
換

え
て
約
30
分
。
信
州
の
鎌
倉
・
別
所
温
泉
に

着
き
ま
す
。
別
所
の
名
は
、平
安
時
代
に
都

の
貴
族
の
別
荘
が
あ
っ
た
の
で
名
付
け
ら
れ

た
と
い
う
説
が
あ
る
ほ
ど
古
い
温
泉
で
す
。 

鹿
が
教
え
た
湯
 

か
　
　
　
　
け
　
　
　
　
ゆ
 

鹿
教
湯
温
泉
 

文
殊
菩
薩
の
導
き
に
よ
り
、泉
で
矢
傷
を
治
す
鹿
を

猟
師
が
発
見
し
た
こ
と
か
ら
、鹿
が
教
え
た
湯
「
鹿

教
湯
」の
名
が
つ
い
た
と
伝
え
ら
れ
る
温
泉
で
す
。 

上
田
市
の
南
西
に
位
置
す
る
塩
田
平
が
「
信
州

の
鎌
倉
」
と
称
さ
れ
る
の
は
、鎌
倉
幕
府
の
要
職

を
務
め
た
北
条
義
政
が
居
城
を
構
え
寺
社
を

手
厚
く
保
護
し
た
こ
と
か
ら
鎌
倉
文
化
が
花

開
い
た
た
め
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

徳
川
勢
が
2
度
、攻
撃
を
試
み
ま
し
た
が
、真
田
昌
幸
・
幸
村
父
子
が
い
ず
れ
も
撃
退
。

以
来
、名
城
の
名
を
知
ら
し
め
ま
し
た
。
春
は
「
上
田
城 

千
本
桜
」
と
し
て
桜
の
名
所
で

も
あ
り
ま
す
。 

3
6
0
度
の
視
界
に
広
が
る
山
並
み

と
季
節
そ
れ
ぞ
れ
の
花
園
。
涼
風
と

い
っ
し
ょ
に
ラ
グ
ビ
ー
、サ
ッ
カ
ー
、テ
ニ

ス
等
、ス
ポ
ー
ツ
合
宿
も
盛
ん
で
す
。 

周
辺
観
光
ガ
イ
ド 
風
林
火
山
ゆ
か
り
の 

史
跡
と
共
に
楽
し
む 

真
田
氏
の
居
城
 上
田
城
跡
 

問 上田市観光課 00268-22-4100（代） 

問 上田市観光課 00268-22-4100（代） 

問 菅平高原観光協会 00268-74-2003

問 鹿教湯温泉観光協会 00268-44-2331

問 別所温泉観光協会 00268-38-3510

TOPICS

上
田
市
観
光
会
館
 

う
え
だ
食
彩
館
ゆ
と
り
の
里
 

農
産
物
直
売
所
「
あ
さ
つ
ゆ
」
 

ゆ
き
む
ら
夢
工
房
･
特
産
品
直
売
所
 

上
田
の
土
産
品
の
こ
と
な
ら
ま
ず
こ
こ
へ
。特
産
品･

名
産
品･

地
酒
な

ど
を
販
売
し
て
い
ま
す
。十
勇
士
ジ
ェ
ラ
ー
ト
も
人
気
で
す
。 

 

野
菜
、く
だ
も
の
、き
の
こ
な
ど
季
節
の
農
産
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。 

 

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
上
田
の
農
産
物
を
販
売
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
ば
打
ち
や
、漬
物
、味
噌
の
加
工
な
ど
が
体
験
で
き
ま
す
。
地
元
産

の
農
産
物
な
ど
を
販
売
す
る
直
売
所
も
あ
り
ま
す
。 

旅
の
し
め
く
く
り
に
買
っ
て
帰
り
た
い
思
い
出
の
品
々
。

市
内
各
所
で
販
売
し
て
い
ま
す
。 

上
田
の
土
産 

湯の里直行バス 
風林火山ｉｎ信州　バスで巡る、強者どもの夢の跡……。 

●運行期間／平成19年4月1日（日）～平成19年9月30日（日） 
「風林火山」の舞台を訪ね、歴史ロマンと名湯に浸る小さな旅 

大人３，５００円（税込） 
別所温泉（観光駐車場）発9：00→10：00松代・海津城〔45分見学〕10：45→ 
11：00川中島古戦場〔60分見学〕12：00→12：30善光寺→長野駅東口着12：40

（別所温泉発⇒長野駅着） 

別所温泉 長野駅 

信玄コース 

大人３，0００円（税込） 
長野駅東口発14：00→14：20川中島古戦場〔45分見学〕15：00→ 
16：00生島足島神社〔15分参拝〕16：15→16：30別所温泉（観光駐車場）着 

■申込み・問合せ先　別所温泉観光協会／別所温泉旅館組合  TEL.0268-38-2020  FAX.0268-38-8887

※ 往復ご利用の場合は、大人6,000円（税込）。※ 観光施設への入場料は料金に含まれておりません。 

（長野駅発⇒別所温泉着） 謙信コース 



千曲川 

し
な
の
鉄
道
 

ＪＲ
篠ノ
井
線
 

長
野自
動
車
道
 

長
野
新
幹
線
 

坂城 

至西上田 
至上田菅平IC

至上田 

戸倉 

おばすて 

長楽寺 
さらしなの里 
歴史資料館 

さらしなの里 
展望館 

びんぐし湯さん館 

姨捨スマートIC

姨捨観光 
会館 

武水別神社 

屋代 

屋代城跡 

東屋代 

雨宮 

更埴IC

更埴JCT

雨宮の渡し 

前 
屋代 
高校前 

あんずの里 
アグリパーク物産館 

葛尾城跡 

笄の渡し 

森のあんず 

荒砥城跡 

長野県立歴史館 
森将軍塚古墳 

戸倉上山田温泉 

さかき千曲川バラ公園 

鉄の展示館 

姨捨の棚田 

千曲市 

坂城町 

至長野 至篠ノ井 

至麻績IC

至松本 

湧
き
出
る
温
泉
、湯
煙
に
迎
え
ら

れ
て
、温
泉
な
ら
で
は
の
や
さ
し
さ

と
、あ
た
た
か
さ
に
身
を
浸
せ
ば
、

い
つ
し
か
時
を
忘
れ
て
身
も
心
も

く
つ
ろ
ぎ
に
癒
さ
れ
ま
す
。
特
に
女

性
の
お
客
様
に
は
「
優
し
い
お
湯
で

す
ね
」
と
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。 

千曲市上山田温泉2-32-11 
TEL.026-275-2333

しなの鉄道戸倉駅下車、タクシーで約7～8分 
上信越自動車道坂城ICより約15分　長野自動車道更埴ICより約20分 

交 

200名 
100名様まで 

ツイン1室、和室28室、その他1室 
普通60台、大型5台 

収 

宴 

室 

駐 

戸倉 

城山入口 

大
正
橋 

戸倉庁舎 

上山田庁舎 

万
葉
橋 

し
な
の
鉄
道

至更埴IC

18

ホテル 雄山 
ゆう ざん 

◆宿泊料金／ 
◆サービス／ 

一泊二食付き8,000円～（諸税別） 
しなの鉄道戸倉駅への無料送迎有ります（要予約）。 

ゆ
っ
く
り
、ゆ
っ
く
り
と 

身
も
心
も
和
み
ゆ
く 

和
風
づ
く
り
の
お
宿
。 

稲荷山宿・ 
蔵し館 

ふるさと漫画館 

大雲寺 

智識寺 
東国寺 

龍洞院 

善光寺北 

経蔵 

宿
坊
 

宿
坊
 

大本願 

仁王門 

大勧進 

本堂 

忠霊殿 

山門 

仲
見
世
通
り
 

善光寺 

千鳥ヶ池 

日本忠霊殿 

善光寺史料館 

弓道場 

聖徳太子碑 
回向柱 

爪彫如来 

善光寺事務局 

善光寺案内所 

大勧進 

本堂 経蔵 

三門 

六地蔵 

至長野駅 

ぬれ仏 寛慶寺 

鐘楼 

放
生
池 

P P

P
善光寺 

1516

豊
か
な
自
然
と
北
信
濃
の
山
並
み
に
抱
か
れ
て
、街
の

に
ぎ
わ
い
と
ふ
る
さ
と
の
安
ら
ぎ
が
調
和
す
る
リ
ゾ
ー

ト
都
市
「
長
野
市
」
。
約
1
4
0
0
年
余
り
の
歴
史
を
も

つ
国
宝
・
善
光
寺
を
中
心
に
、歴
史
に
彩
ら
れ
た
文
化

と
市
街
地
を
取
り
巻
く
自
然
が
訪
れ
る
人
々
を
や
さ

し
く
包
ん
で
く
れ
ま
す
。 

国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
本
堂
は
も
ち
ろ
ん
、 

重
要
文
化
財
の
三
門（
山
門
）や 

経
蔵
な
ど
見
ど
こ
ろ
が 

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。 

国
宝
善
光
寺
本
堂
が
、1
7
0
7
年
に
再
建
さ
れ

2
0
0
7
年
に
満
3
0
0
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。

こ
れ
を
記
念
し
て
善
光
寺
で
は
「
共
に
支
え
ら
れ
、

守
ら
れ
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
数
多
く
の
記

念
事
業
が
行
わ
れ
ま
す
。 

国宝善光寺 
本堂再建三百年 

慶祝 

善
光
寺
寺
子
屋
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
 

長
野
市
 

老
若
男
女
で
 

賑
わ
う
国
宝
 善
光
寺
 

4
月
14
日（
土
）〜
5
月
27
日（
日
） 

◎
記
念
大
法
要
4
月
14
日
 

◎
善
光
寺
寺
子
屋
文
化
講
座
 

5
月
12
日
・
19
日
・
20
日
・
26
日
・
27
日
 

善
光
寺
お
盆
縁
日
 

8
月
14
日（
火
）・
15
日（
水
）　
◎
大
盆
踊
り
会
 

善
光
寺
曼
荼
羅
 

10
月
5
日（
金
）〜
11
月
14
日（
水
） 

◎
特
別
展
10
月
5
日
〜
11
月
14
日
 

◎
面
影
写
真
展
10
月
5
日
〜
11
月
14
日
 

◎
善
光
寺
サ
ミ
ッ
ト
記
念
講
演
会
10
月
16
日
 

■
善
光
寺
事
務
局
　
0
0
2
6
│

2
3
4
│

3
5
9
1

まず大勧進のお貫主さまと25院の一山住職、そ
して大本願のお上人さまと14坊の一山住職の
順におつとめを行い、参詣者にお十念を授けます。
（春彼岸より午前6時30分～、夏至より午前5時
30分～、秋彼岸より午前6時～、冬至午前7時～） 

お朝事 
本堂開扉～入相までの間、畳敷きの内陣
で参拝ができます。また、床下の暗闇の回
廊を手探りで進み、本尊真下の「極楽の錠前」
を握って仏縁を結ぶ「お戒壇めぐり」もでき
ます。（拝観料：500円） 

本堂内陣 
お朝事の時などにお貫主さま、お上
人さまが本堂を往復する際、参詣者
は本堂前の石畳にひざまずいて手
を合わせ、頭を数珠でなでていただ
きます。 

お数珠頂戴 
善光寺境内には39もの宿坊があります。一般
にも開放していて、貴重な仏像や宝物を拝観
できたり、宿泊して翌朝お朝事に詣でて「お数
珠頂戴」を頂けたり、宿坊によっては精進料理
を頂けたりと、充実した善光寺参りができます。 

宿坊 

風
林
火
山
ゆ
か
り
の 

史
跡
と
共
に
楽
し
む 

日
本
一
の
長
さ
を
誇
る
悠
々
と
し
た
流
れ
の
千
曲
川
。

そ
の
中
域
の
ほ
と
り
に
位
置
す
る
千
曲
市
、花
の
里
、

歴
史
の
里
、月
の
里
、温
泉
の
里
が
、そ
れ
ぞ
れ
に
風
雅

な
趣
を
も
っ
て
私
た
ち
を
迎
え
て
く
れ
ま
す
。 

千
曲
市
 

戸
倉
上
山
田
温
泉
 

4世紀頃、この地を治めた大王
の墓。古墳は全長約100mで日
本最大級の竪穴式石室を持っ
ています。 

森将軍塚古墳 

古代から現代までの信州の
生活の歴史を学べます。 
2007年10月13日（土）からは、「武
田・上杉・信濃武士」（仮）と題
した関連企画展も開催されます。 

長野県立歴史館 

日本一のあんずの里。一目十万本
と言われ、4月上旬から中旬頃、山
里は淡いピンクに染まります。6月
下旬に完熟あんず狩りができます。 

森のあんず 
田に水が張られる頃、その一枚一枚
に月が映るさまは美しく、田毎の月と
呼ばれ古の昔から名を馳せました。
国の名勝に指定されています。 

姨捨の棚田 

温
泉
の
里
 

千
曲
川
畔
に
広
が
る
、信
州
一
の
規
模
を
誇
る
一
大
温
泉
地
。

湯
量
も
豊
富
な
う
え
、川
中
島
古
戦
場
、上
田
原
古
戦
場

な
ど
ゆ
か
り
の
史
跡
の
ほ
ぼ
中
間
に
位
置
し
て
お
り
、史
跡

め
ぐ
り
・
旅
の
拠
点
と
し
て
人
気
を
集
め
ま
す
。 

月の里おばすて 歴史の里科野の里歴史公園 あんずの里 

善光寺七福神めぐり 
北
国
街
道
坂
木
宿
の
面
影
を
残
す
街
中
に
は

坂
城
町
鉄
の
展
示
館
が
建
ち
、人
間
国
宝
・
故

宮
入
行
平
刀
匠
の
作
品
な
ど
を
展
示
。
刀
匠
の

町
、も
の
づ
く
り
の
町
と
し
て
匠
の
技
と
心
を

伝
え
て
い
ま
す
。 

坂
城
町
 

坂城は「刀匠の町」として広く知られています。こ
れは昭和38年、人間国宝に指定された故宮入行
平刀匠の活躍によるものです。2007年9月15日（土）
からは「村上義清と風林火山の時代～名刀とゆ
かりの品々～」と題した企画展を開催します。 

鉄の展示館 

6月になるとアユ釣りが解禁となり、全国から釣りファンが千曲
川に集まります。特に戸倉、坂城付近は大きなアユが釣れる絶
好の釣り場となっています。「つけば」とは、春に産卵するハヤ（ウ
グイ）を産卵場＝種付け場を作り、捕獲する漁法のことです。
今ではそれを食べさせる施設もつけばと呼ばれています。 

千曲川の鮎釣りとつけば漁 
TOPICS

西光寺 

大国主神社 

十念寺・秋葉神社 

往生院 

 

西宮神社 

一番 

二番 

三番 

四番 

五番 

六番 

七番 

寿老人 

大黒天 

福禄寿 

弁才天 

布袋 

恵比寿 

毘沙門天 

表参道界隈に祀られている七福神を巡りながら、朱印を頂くというもの。善光寺住
職の小松玄澄大勧進貫主様の書による専用の色紙（800円）も購入できます。7
つの福を手に入れて善光寺参りで善光寺の朱印（印のみ200円）を頂けば、さら
に御利益がありそう。●朱印料…各寺社100円●色紙が購入できる所…世尊院、
西宮神社、苅萱山 西光寺 

一 四 

六 

THE FUJIYA 
GOHONJIN

善光寺世尊院 
釈迦堂 

問 千曲市観光協会 0026-275-1326

問 千曲市観光協会   0026-275-1326 
坂城町産業振興課 ステキさかき観光協会 00268-82-3111

問 坂城町産業振興課 ステキさかき観光協会 00268-82-3111

歩いてみよう 

問 ながの観光コンベンションビューロー 0026-223-6050

周
辺
観
光
ガ
イ
ド 

※写真提供：善光寺 

千曲川の畔にある「さかき千曲川バラ公園」では、
6月と10月に190種類1,500株のバラが見事な大
輪の花を咲かせています。赤や黄、紫、ピンクなど
の色とりどりのバラが咲き誇り、あたり一面、鮮や
かな色彩と甘い香りに包まれます。 

さかき千曲川バラ公園 

五 



私共の店は信州の郷土食おやきの元祖です。
本店は川中島古戦場の近く国道18号バイパス
沿いにあり、善光寺仲見世通りにも売店があり
ます。松代店は山本勘助ゆかりの松代城に近く、
真田宝物館の前に位置した風光明媚な真田
公園真田邸門前にあります。 

信州名物 門前おやき ……… 1ヶ 130円 
勘助おしぼりうどんセット（おやき1ヶ付） …1,170円 
戸隠流 手打ちそばセット（おやき1ヶ付） …750円 
 （尚すべて税込みです） 

（おやき販売）9時～17時、
（飲食）10時～17時 
年末年始 
普通10台 

10～72名様 
長野IC下車松代町方
面へ約5分、JR長野駅
下車松代行バスで松代
駅前下車徒歩3分 

営 

休 

駐 

団体昼食 

交 

季節の漬物、お茶等サービスします。 
会員券（無料）持参の方、割引あります。 

松代駅 

403

松代 
総合病院 

松代支所 

真田宝物館 

長野市松代町殿町2-2　TEL.026-278-3641
おやきや総本家 直営  松代観光センター 

信州の郷土食おやきの元祖 

おすすめメニュー 

サービス 

1718

天
の
岩
戸
伝
説
に
ま
つ
わ
る
神
々
を
祀
っ
た
神
社
や
鬼
女
紅
葉

が
住
ん
だ
と
い
わ
れ
る
荒
倉
山
の
岩
屋
な
ど
、様
々
な
伝
説
が

今
も
息
づ
く
水
の
郷
。 

戸
隠
独
自
の
文
化
や
風
習
を
「
戸
隠
流
」
と
呼
び
、一
緒
に

楽
し
ん
で
も
ら
え
る
儀
式
や
伝
統
の
技
、
学
び
の
場
な
ど

を
ご
紹
介
し
ま
す
。 

江
戸
時
代
、戸
隠
神
社
文
献
に
残
る
貴
人
を
も
て
な
す
特
別
料
理

が
、い
ま
「
戸
隠
古
流
祭
礼
御
膳
」
と
し
て
精
進
料
理
の
手
法
で
復

活
し
ま
し
た
。特
別
限
定
宿
泊
プ
ラ
ン
で
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。 

J
R
長
野
駅
か
ら
善
光
寺
を
通
り
、戸
隠
神
社
奥
社
ま
で
の

参
拝
古
道
約
20 
km
を
歩
く
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。 

◎
参
加
費
　
2
日
間
で
3
0
0
0
円 

　
　
　
　
　
　
　
　 

（
戸
隠
神
社
太
々
神
楽
献
奏
料
、記
念
品
、保
険
料
込
み
） 

◎
問
合
せ
　
戸
隠
観
光
協
会 

0
0
2
6-

2
5
4-

2
8
8
8

お
お
ら
か
に
流
れ
る
千
曲
川
の
ほ
と
り
、真
田
十
万
石
の
城
下
町
と
し
て
、歴
史
と
文
化
を
育
ん
で
き
た
町
、

松
代
。
真
田
氏
ゆ
か
り
の
史
跡
も
数
多
く
点
在
し
、の
ん
び
り
と
散
策
を
楽
し
む
の
に
最
適
で
す
。
 

■
日
程
／
6
月
8
日（
金
）・
9
日（
土
） 

■中社 

神
話
の
舞
台
・
山
岳
修
験
の
地
 

戸
隠
 

水
芭
蕉
の
大
群
落
と
燃
え
る
よ
う
な
紅
葉
。

鬼
女
紅
葉
伝
説
の
残
る
神
秘
の
山
里
に
は
、手

つ
か
ず
の
自
然
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。 

鬼
無
里
 

水
芭
蕉
と
紅
葉
の
里
 

遊
学
城
下
町
 松
代
 

高妻山、戸隠山、西岳など急峻な岩肌が連なる
戸隠連峰は、1000年以上の歴史を刻む山岳信
仰の霊場として、また「天の岩戸」神話や鬼女
紅葉伝説の舞台として知られています。武田信
玄も川中島の戦い一騎討ち3年前に、戸隠大権
現に戦勝を祈願し、願文を納めています。 

奥
社
、中
社
、宝
光
社
、九
頭
龍
社
、火
之
御
子
社
の
5
社
か
ら
な
る
戸

隠
神
社
。
天
手
力
雄
命（
あ
め
の
た
ぢ
か
ら
お
の
み
こ
と
）が
御
祭
神

の
奥
社
へ
続
く
約
2
km
の
参
道
は
、随
神
門
よ
り
杉
並
木
が
続
き
、

神
秘
的
な
雰
囲
気
を
漂
わ
せ
て
い
ま
す
。 

白鳳時代、天武天皇の信濃遷都
伝説ゆかりの社。祭神は猿田彦命、
室町時代後期の建造物です。 

戸隠そば 

戸
隠
神
社
 

鏡池 

鬼無里 

鬼無里神社 
鬼無里 

ふる里資料館 至
長
野
市
街 

至長野市街 

ほたるの里 

白髯の杜・ホタルと花菖蒲園 

そば処鬼無里 

松巌寺 

奥裾花温泉 

鬼無里の湯 

至
白
馬
村 

奥裾花ダム 

土倉文珠堂 

加茂神社 

戸隠神社宝光社 

戸隠 
バードライン 

大望峠 

戸隠神社中社 

戸隠スキー場 

戸隠キャンプ場 

至信濃町 

随神門 

日本有数の水芭蕉の群生地とし
て知られています。5月上旬には、
雪解け水がきらめく湿原に、約81
万本の可憐で清楚な花を咲かせ、
全国から観光客が集まります。 

ブナ、ナラ、カエデ、ナナカマドなどの赤や黄色の紅葉と、
常緑樹の深い緑のコントラストが美しく、渓谷の両岸の
断崖から流れる滝と紅葉が織りなす風景は屏風絵のよ
う。また、奥裾花ダム湖には中路式ローゼ橋としては国
内最長の奥裾花大橋が架かり、四季折々の表情を見
せています。 

奥裾花渓谷の紅葉 

奥裾花自然園 

風味豊かな「霜下そば」の産地として知られ
る戸隠。戸隠のそばは、山の澄んだ伏流水
を使用しているため、のどごしの良い、味わい
豊かなそばに仕上がります。また、秋分の日
には「戸隠そば祭り」が開催され、様々なイ
ベントが催されます。 

戸
隠
古
道
 

「
拓
本
集
印
帳
」
 

戸
隠
古
道
30
カ
所
の
石
柱
の
彫
印
を
集
め
な
が
ら
歩
き
、

楽
し
み
な
が
ら
満
願
を
祈
願
。
集
印
帳
に
は
各
所
紹
介

と
散
策
ル
ー
ト
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

●
集
印
帳
　
戸
隠
の
飲
食
店
、み
や
げ
物
店
な
ど
で
手

　
　
　
　
　
に
入
り
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
戸
隠
観
光
協
会 

戸隠の自然と神秘的な戸隠連峰の姿を、静か
に湖面に映す鏡池。春の新緑、涼風の夏はもち
ろん、燃えるような紅葉の秋は、ため息が出るほ
ど美しい。周辺には遊歩道が整備され、レベル
や時間に合わせてハイキングもできます。 

戸隠連峰 

戸隠山麓の戸隠神社奥社へ続く参道周辺は、
71haにおよぶ戸隠森林植物園が広がり、緑豊
かな野鳥の楽園。森林浴やバードウォッチングな
どの散策が楽しめ、戸隠連峰を鏡のように映し
出す鏡池にもつながっています。 

〈野鳥の宝庫〉 

戸隠森林植物園 
松代藩文武学校 旧横田家住宅 

奥社 

参道杉並木 

戸隠竹細工 
戸隠の伝統工芸品、根
曲がり竹のカゴやザル
等の素朴で温もりが感
じられる様々な作品を
展示しています。実演、
竹細工体験教室もあり
ます。 

周
辺
観
光
ガ
イ
ド 
風
林
火
山
ゆ
か
り
の 

史
跡
と
共
に
楽
し
む 

鬼無里の水芭蕉 

白髯神社（重文） 
白髯の杜 

松代にある数々の文化財を教室として使い、手入れをしながら大
切に護っていくことを目的とした運動です。まったく新しい形の文
化財保護運動であり、忘れかけていた日本文化の豊かさ、美しさ、
新しさをじかに肌で感じられる素敵な体験として、その輪が広まっ
ています。 

松代温泉 

長
野
IC
 

長国寺 

梅翁院 

願行寺 
蓮乗寺 
龍泉寺 

大
英
寺 

本
哲
寺 

西
念
寺 

孝養寺 

恵明寺 
皆神山 

浄福寺 

真田宝物館 

池田満寿夫美術館 

松代城跡 

川中島古戦場 

千
曲
川 

金井山 至
須
坂
長
野
東
I
C

松  
　代  
　　大  
　　　橋  

松代 

象山口 

松代 
パーキング 

長
野
電
鉄
屋
代
線 

上信
越自
動車
道 

鏡池 

白髯神社（重文） 

松代藩文武学校 

旧横田家住宅 

戸隠連峰 

奥
裾
花
自
然
園 

奥裾花渓谷 

戸隠神社奥社 
（参道杉並木） 

戸隠森林植物園 

「鬼女紅葉伝説」は、一人の美
しい平安乙女が、京を追われ、
この地で短い生涯を終えた悲し
い恋の物語。鬼無里の名の由
来として昔から語り継がれてい
ます。 

鬼女紅葉伝説 
TOPICS

問 鬼無里観光振興会 0026-256-3188

問 戸隠観光協会 0026-254-2888問 松代観光案内所 0026-290-6400

問 エコール・ド・まつしろ倶楽部 0026-278-0550

季
節
ご
と
に
違
う
表
情
を
魅
せ
る
戸
隠
を
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か
？ 

地
元
の
専
門
の
ガ
イ
ド
が
ご
案
内
し
ま
す
。 

◎
集
合
／
9
時
　
◎
終
了
予
定
／
12
時  

◎
参
加
料
／
5
0
0
円
　【
要
事
前
申
込
】 

●
4
月
28
日（
土
） 

　
「
戸
隠
中
社
の
歴
史
を
語
る
史
跡
巡
り
」 

●
5
月
12
日（
土
） 

　
「
神
道（
か
ん
み
ち
）か
ら
小
鳥
の
森
、宝
光
社
へ
」 

●
5
月
21
日（
月
） 

　
「
戸
隠
神
社
開
山
祭
、山
笑
う
春
の
道
」 

●
6
月
23
日（
土
） 

　
「
い
に
し
え
の
越
後
み
ち
、越
水
を
歩
く
」 集

合
場
所
／
中
社
駐
車
場 

 

集
合
場
所
／
中
社
駐
車
場 

 

集
合
場
所
／
奥
社
駐
車
場 

 

集
合
場
所
／
中
社
駐
車
場 

…
…
…
…
…
…
…
… 

 

…
…
…
…
…
…
…
… 

 

…
…
…
…
…
…
…
… 

 

…
…
…
…
…
…
…
… 

戸
隠
ウ
ォ
ー
ク 

戸
隠
古
流
祭
礼
御
膳 

「
昔
の
人
が
何
を
考
え
、何
を
求
め
て
 

戸
隠
神
社
を
参
拝
し
た
の
か
」
 

戸
隠
流
作
法
の
す
す
め
 

典　寺 

0
0
2
6
 
2
5
4
 
2
8
8
8

-
-

※
7
月
以
降
も
テ
ー
マ
を
変
え
て
毎
月
開
催
し
ま
す
。 

◎
問
合
せ
　
戸
隠
観
光
協
会 

0
0
2
6-

2
5
4-

2
8
8
8

一泊二日の特別限定 
宿泊プランの実施日 

4月27日（金） 
5月15日（火） 
6月14日（木） 
6月22日（金） 

7月20日（金） 
9月7日（金） 

10月14日（日） 
11月9日（金） 

■宝光社 
4月30日（月） 
5月12日（土） 
6月2日（土） 
6月30日（土） 

7月28日（土） 
8月25日（土） 
9月29日（土） 

10月27日（土） 

戸隠宝光社旅館組合 0026-254-2005 
戸隠中社旅館組合 0026-254-2580

至
更
埴
J
C
T

至
屋
代
 



ミニバスでめぐる 
風林火山ゆかりの史跡と北アルプスの旅 

風林火山ゆかりの史跡と 
夏・秋と美しく彩られる白馬の花あり、 
温泉あり、旬の味ありの魅力満載のバスツアー。 
地元ガイドが乗車時から同行しご案内いたします。 

Hakuba47
お問合せは 

小布小布    施町施町  

浅間山 

槍ヶ岳 

燕岳 

大天井岳 

常念岳 

白馬 

南小谷 

至糸魚川市 至上越市 

至
十
日
町
 

至坂城IC至麻績IC

北小谷 

信濃大町 

屋代 

黒姫 

豊野 

長野 安茂里 

川中島 

森
宮
野
原
 

飯山 

信州 
中野 

小布施 

湯田中 

須坂 

更埴JCT

長野 

信濃町 
豊田飯山 

妙高高原 

須
坂
長
野
東
 更

埴
 

403

292

406

406

117

18

19

148

雨飾山 

高妻山 

戸隠山 

岩岳山 

白馬岳 

鑓ヶ岳 

唐松岳 

五竜岳 

鹿島槍ヶ岳 

爺ヶ岳 

針ノ木岳 

鍋倉山 

高社山 

飯綱山 

上田城跡 

長野市 

大
町
市
 

千曲市 

須坂市 

中野市 

飯山市 

小谷村 

信濃町 

白馬村 
高山村 

飯綱町 

木島平村 

栄村 

山ノ内町 

小布  施町 

野沢温泉村 

信州新町 

中
条
村
 

小
川
村
 

信
越
本
線
 

長
野
自
動
車
道
 

上信越自動車道 

長野電鉄 

大
糸
線
 

信
州
中
野
 

新潟県 

群馬県 

富山県 

岐阜県 

1920

中部山岳国立公園に指定されている栂池自然園は、白馬連峰北部の標高1,900ｍ周辺
に広がる日本有数の高層湿原。雪解けと共に咲き始めるミズバショウの群生や、夏に望
める大雪渓、ひと足早く色づく紅葉など訪れる人々の心に驚きと感動を残します。 

20もの堅牢な土蔵で周囲を囲った豪壮な屋敷。
280年の歴史とともに代々伝えられた美術品
や生活用具など3万点の収蔵品の一部が公
開されています。江戸時代に造られた池泉廻
遊式庭園と蔵の小径はしっとりとした風情が
漂います。 

栂池自然園 

岩松院天井絵 

2000m級の山々に囲まれ、上信越高原国立公園の中心に位置する志賀
高原。冬はスキーのメッカとして、夏は高山植物の宝庫として人 を々楽しませ
ます。特に6月中旬から7月上旬には、白い花の後、白い綿穂をつけるワタス
ゲが爽やかな風に揺れます。 

志賀高原 
豪商の館 
田中本家博物館 

9つの外湯巡りで人気の渋温泉をはじめ、志賀高原
の麓の温泉郷には趣ある名湯が点在。歴史を重ね
た温泉宿も多く、昔懐かしい雰囲気に包まれてのん
びりと心身を癒すことができます。 

湯田中・渋温泉 

餌付けされた猿たちが入浴することですっかり有名な場所。
毛づくろいをしたり、果物を洗って食べたりと、ほほえましい
シーンが見られます。近くには、国の天然記念物で、川床
から約10mほどの高さまで轟音とともに熱湯が噴き上が
る「地獄谷大噴泉」もあり、いで湯の町の名所となってい
ます。 

地獄谷野猿公苑 

信濃富士の別名を持つ黒姫山麓の高原。
日本一のスケールを誇るコスモス園では、
8月から初秋にかけ約100万本のコスモ
スが咲き乱れます。 

黒姫高原コスモス園 

ウェイクボードやカヌー、ヨット、リバーツーリングなどが、初心者から上級者まで楽し
めます。また、本格的なルアーフィッシングや、冬のワカサギ釣りも人気です。 

野尻湖 

栗おこわ 

（
信
濃
町
） 

（
山
ノ
内
町
） 麓から第1ケルンまで、3本

のリフト・ゴンドラを乗り継い
でゆく、“空中散歩”が、八
方のアルペンライン。雄大
な眺望が四季を通じて楽し
めます。第1ケルン、八方山
荘からは人気のトレッキング
コースとなり、白馬三山の眺
めや高山植物が楽しめます。
標高が高いので、防寒対策
を忘れずに。 

八方 
アルペンライン 

短い夏を惜しむように、無邪気にはつらつと咲き群れる色とりどりの花の精。山野草
の楽園、高山植物の宝庫・白馬村で、アルプスを、里山を、歴史を、温泉を、気まま
に巡る花の旅をお楽しみください。 

■期間　2007年7月1日（日）～8月31日（金） 
■場所　五竜アルプス山野草園、八方尾根自然研究路、白馬いわたけゆりの園 

白馬Alps花三昧 TOPICS
クルマユリ ニッコウキスゲ キヌガサソウ シラネアオイ ワタスゲ 

田ノ原湿原 

四十八池 

八方池 

周
辺
観
光
ガ
イ
ド 

白
馬
山
麓
 

黒
姫
・
野
尻
湖
 

栗
の
町
 

志
賀
高
原
 

湯
田
中
・
渋
温
泉
郷
 

蔵
の
町
 

葛飾北斎晩年の作といわ
れる大鳳凰図の天井絵が
有名な岩松院。21畳分の
大きさ、今なお色あせぬ色
彩と光沢は見るものを圧
倒します。 
また昔から栗の産地として
も有名な小布施では、栗を
使った多彩な味わいがお
土産品の定番として観光
客に人気です。 

黒
姫
山
麓
に
広
が
る
緑
豊
か
な
高
原
は
、澄
ん
だ
風
と
季
節
を
彩
る
花

に
包
ま
れ
て
い
ま
す
。
夏
に
は
、ウ
ォ
ー
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
む
人
々
も

多
く
訪
れ
ま
す
。 

小
布
施
は
、葛
飾
北
斎
と
栗
の
ま
ち
。

江
戸
時
代
の
絵
師
・
葛
飾
北
斎
が
晩
年

を
過
ご
し
た
地
で
肉
筆
画
な
ど
も
数
多

く
遺
っ
て
い
ま
す
。 

明
治
か
ら
昭
和
初
期
に
か
け
て
製
糸

業
が
栄
え
た
地
域
だ
け
に
、白
壁
の

土
蔵
や
繭
蔵
な
ど
が
町
の
あ
ち
こ
ち

に
残
っ
て
い
ま
す
。 

白
馬
と
い
え
ば
、冬
季
五
輪
も
開
催
さ
れ
た
ウ
イ
ン
タ
ー
ス
ポ
ー
ツ

の
メ
ッ
カ
で
す
が
、グ
リ
ー
ン
シ
ー
ズ
ン
も
ま
た
ス
ケ
ー
ル
の
大
き
な

大
自
然
を
満
喫
で
き
ま
す
。 

四
季
折
々
に
大
自
然
の
魅
力
が
満
喫
で
き
る
高
原
や
温
泉
が
目
白
押
し
。

心
や
す
ら
ぐ
原
風
景
が
残
る
エ
リ
ア
で
す
。 

（
小
布
施
町
） 

（
小
谷
村
・
白
馬
村
） 

（
須
坂
市
） 

風
林
火
山
ゆ
か
り
の 

史
跡
と
共
に
楽
し
む 

湯田中・渋温泉 
地獄谷野猿公苑 

志賀高原 

野尻湖 

岩松院 

豪商の館 
田中本家博物館 

黒姫高原コスモス園 

栂池自然園 

八方アルペンライン 

問 小谷村観光連盟 00261-82-2233

問 白馬村観光局 00261-72-7100 問 須坂市観光協会 0026-215-2225

問 小布施文化観光協会 0026-247-3111

問 信濃町観光協会 0026-255-3226

問 山ノ内町観光連盟 00269-33-2138
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褐色の湯につかり川中島の戦いを思う。 

 

ゆっくり静かにひたる山あいのいで湯。 

 

市街地近くに、かけ流し大露天風呂。 

 

南仏プロバンス風のくつろぎの湯。 

 

温泉もプールも楽しめるほのぼの湯。 

 

 

戸隠ならではの温泉とそばの味、格別。 

 

 

森の中に静かないで湯がありました。 

 

 

ログハウスのコテージで宿泊も。 

 

 

りんご畑のまん中で温泉と実りを満喫。 

 

北アルプスの大パノラマを望みながら。 

 

 

黄緑色と透明、２種類の源泉を楽しむ美肌の湯。 

 

（4月3日新オープン）天然温泉につかる幸せ。 

 

 

家族で楽しむバリアフリーの温泉。 

 

 

超音波効果で体のシンから温まる。 

 

 

レトロが“気分”満点の温泉銭湯。 

 

圧巻！300人が入れるマンモス風呂。 

 

木曽義仲命名と伝わる湯之崎の湯。 

 

あんずの里に湧く華やぎの湯。 

 

 

バラエティ豊かな風呂と飲泉が人気。 

 

別所温泉駅からほど近くの広い風呂。 

 

歴史に彩られた真田氏の隠し湯。 

 

自然と風土に根ざしたふれあいの湯。 

 

 

露天風呂に硫黄の香りほんのりと。 

 

 

ファミリーで楽しめる貸切風呂つき。 

 

真田発祥の地でゆったり温泉満喫。 

 

県下最大級を誇る庭園風露天風呂。 

 

美ヶ原、浅間山を望むうつくしい湯。 

 

 

長野市 

上田市 
 

坂城町 
 

千曲市 

松代温泉 国民宿舎 松代荘　 
営 10：00～16：00　 
料 大人500円、小人200円 
休 無休 
住 長野市松代町東条3541 
TEL 026-278-2596 

　　 

保科温泉国民宿舎 永保荘 
営 9：00～21：00  
料 大人300円、小人150円 
休 無休 
住 長野市若穂保科1185 
TEL 026-282-3050 

 　　  

裾花温泉峡 元湯 うるおい館 
営 6：00～8：00（朝風呂）10：00～23：00 
料 大人600円、小人250円、幼児100円、2才以下無料 
休 無休 
住 長野市妻科98 
TEL 026-237-4126 

　　 

若槻温泉 若槻温泉 
営 11：30～20：00 
料 大人500円、小学生300円、小学生未満は無料 
休 毎月21日（休日の場合は翌日） 
住 長野市若槻東条1300-3 
TEL 026-295-4546 

　　 

温湯温泉 湯～ぱれあ 
営 10：00～21：30  
料 大人500円、小学生300円、 
　　高齢者（60歳以上）250円（プール利用も含む） 
休 毎月第2・4木曜　　 
住 長野市若穂綿内1330‐3　TEL 026-282-5500 

　　 

戸隠神告げ温泉 湯行館 
営  9：00～21：00  
料 大人600円、小人300円 
休 無休 
住 長野市戸隠3182 
TEL 026-254-1126 

　　 

森林囃子 いこいのいで湯 森林囃子 
営 10：00～20：00 
料 12歳以上300円、3歳以上12歳未満200円 
休 水曜（12月29日～1月3日休館） 
住 長野市戸隠祖山31-1 
TEL 026-252-2810 
 

奥裾花温泉 体験交流施設 鬼無里の湯 
営 10：00～20：00 
料 大人500円、小人300円 
休 不定休 
住 長野市鬼無里日影8855 
TEL 026-256-2140 

　　 

豊野温泉  りんごの湯 
営 10：00～22：00（ 受付21：30まで ） 
料 大人400円、小学生300円 
　　（20：00以降大人250円、小学生200円） 
休 第4火曜日（祝日の場合翌日）12月31日 
住 長野市豊野町石417番地 TEL 026-257-6161 

　　 

大岡温泉 大岡温泉 
営 11：00～19：30（冬期は19：00まで） 
料 小学生以上350円、小学生未満無料 
休 12/31、1/1 
住 長野市大岡中牧1142 
TEL 026-266-1088 

　　 

戸倉上山田温泉湯の華銭湯 瑞祥 
営 9：00～25：00（土日祝日は6：00～25：00） 
料 大人650円、小中学生350円、幼児100円、3歳以下無料 
休 第3火曜  
住 千曲市上山田温泉2丁目18-8 
TEL 026-275-4321 

　　 

新戸倉温泉戸倉観世温泉 
営 5：00～22：00 
料 大人300円、中学生250円、小学生120円、幼児70円、 
     3歳未満無料 
休 第1・3月曜（祝日の場合翌日） 
住 千曲市戸倉2087   TEL 026-275-0350 

　　 

戸倉上山田温泉かめ乃湯 
営 10：00～23：00（入場は22：30） 
料 大人350円、小学生以下180円 
休 毎月16日および月末日 
住 千曲市上山田温泉1-27-11 
TEL 026-276-4664 

　　 

上山田温泉多世代健康交流プラザ つるの湯 
営 9：00～22：00 
料 大人500円、子供300円、2歳未満無料 
休 第1・3水曜 
住 千曲市上山田温泉3-43-1 
TEL 026-261-0770

戸倉上山田温泉万葉超音波温泉 
営 4：00～23：00（入場22：30） 
料 大人300円、小学生120円、幼児70円、満3歳未満無料 
休 第2・4月曜（祝日の場合翌日） 
住 千曲市磯部新戸倉1125 
TEL 026-275-2228 

　　 

新戸倉温泉戸倉国民温泉 
営 8：45～22：00 
料 大人280円、小学生120円、幼児70円 
休 月1回不定休 
住 千曲市大字戸倉字芝宮2228-2 
TEL 026-275-0457 

　　 

新戸倉温泉戸倉メリーランド白鳥園 
営 9：30～20：00 
料 大人500円、小学生280円、3歳以上100円 
休 第2・4火曜、12月29日～31日 
住 千曲市大字戸倉2254 
TEL 026-275-0400 

　　 

稲荷山温泉 稲荷山温泉杏泉閣 
営 （内湯）6：00～22：00（大衆風呂）13：00～21：30、日祝は10：00～ 
料 （内湯）10：00まで350円、10：00以降550円 
　 （大衆風呂）大人400円、小人300円 
休 年中無休 
住 千曲市稲荷山571-1　　TEL 026-272-1154 

　　 

森温泉 森温泉あんずの湯 
営 10：00～22：00（受付21：00） 
料 大人450円、小学生250円、幼児200円 
休 日帰り入浴の場合のみ毎週火曜 （祝日の場合は翌日） 
住 千曲市森3109　TEL 026-273-1243 
※5月GW以降約1年間工事のためクローズ。 

　　 

上平島温泉 びんぐし湯さん館 
営 10：00～21：00 （受付20：30まで） 
料 大人500円、小学生300円 
休 第2・4水曜 
住 埴科郡坂城町大字網掛2002-４ 
TEL 0268-81-7000 

　　 

別所温泉外湯 大湯・大師湯・石湯 
営 6：00～22：00 
料 150円 
休 大湯 /第1・3水曜　大師湯 /第1・3木曜　 
　石湯 /第2・4火曜 
住 上田市別所温泉　　TEL 0268-38-5750　　　　　　　 
 

別所温泉外湯 あいそめの湯 
営 9：00～16：00、17：00～22：00 
料 16：00まで220円、17：00以降150円 
休 休日の翌日 
住 上田市別所温泉 
TEL 0268-38-2100 　　 

　　 

室賀温泉 ささらの湯 
営 10：00～21：00（朝風呂5：00～8：00） 
料 大人400円、小・中学生250円 
　（朝風呂：大人200円、小中学生100円）　休 木曜 
住 上田市上室賀1232-1 
TEL 0268-31-1126（おふろは さんごくいちの いいふろ） 

　　 

独鈷温泉竜の湯 
営 10：30～21：30 
料 大人500円、子供300円 
休 毎週火曜（祝日の場合翌日） 
住 上田市手塚１２－１ 
TEL 0268-37-1050 

　　 

しなの木温泉 ひな詩の湯 
営 9：00～23：00 （火曜日14：00～23：00） 
料 大人650円、小学生300円、幼児無料 
休 年中無休 
住 上田市住吉86-2 
TEL 0268-26-1711 

　　 

真田温泉 ふれあいさなだ館 
営 10：00～21：30 
料 大人400円、小中学生300円、未就学児童無料 
休 火曜（祝日の場合翌日） 
住 上田市真田町長7369-1 
TEL 0268-72-2500 

　　 

地蔵温泉 十福の湯 
営 10：00～22：00（入館は21：30まで） 
料 大人600円、小学生300円（月～金曜は17：00以降 
　 大人400円、小学生200円※土日、祝日、当館指定日は除く） 
休 不定休 
住 上田市真田町傍陽9097-70　TEL 0268-75-3855 

　　 

武石温泉 うつくしの湯 
営 10：00～21：30 （受付21：00まで） 
料 大人400円、小人250円、幼児無料 
休 水曜日（祝日の場合翌日） 
住 上田市上武石1454-3 
TEL 0268-85-3900 
 
　　　　　　　　　　　　　　　　 

営　　　　　料　 　　　　休 　　　　住 
日帰り温泉入浴施設ガイド 
 
 

信州には、湯量豊富で効能豊かな温泉が数多く湧き出ている。特にこの地域の温
泉には、古い歴史をもつ温泉や歩いて湯めぐりができる温泉など、多様な楽しみ方が
できるのも特徴です。湯けむりに包まれながら、温泉旅を楽しみませんか？ 
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温泉まるごと楽しめる充実した設備。 

 

 

ぬるゆおんせん 

ユニークカン 

営業時間 利用料金　 休業日 住所連絡先 

※情報は2007.3.31現在のものです。 

とっこ おんせん 



シングル28室、ツイン122室、その他21室 
普通300台、大型3台 
JR長野駅より徒歩20分・車で5分、上信越自動車道長野
ICより18分（長野駅からの循環バス運行中。運賃100円。
運行時間はフロントにて問合せ） 

室 

駐 

交 

信州大学教育学部信州大学教育学部 

長野県庁 

山王小 

後町小 

昭和通り 

信州大学 
教育学部 

至善光寺至善光寺 至善光寺 

至長野駅至長野駅 至長野駅 

〒380-0838長野市県町576 TEL.026-234-1111 
http://www.kokusai21.jp/ FAX.026-234-2365

201名 
シングル85室、ツイン47室、 
ダブル11室 
10～200名様 
普通50台。敷地外、有
料（18時～翌日10時ま
で1,000円）となり車高
制限2.1mとなります。 
JR長野駅善光寺口正面 

長野駅善光寺口正面に全143室のご用意。ビ
ジネス・観光の拠点に長野随一の交通の良さを
誇ります。又、ご人数に合わせて大小5つの宴
会場も有し、皆様でのお集まりをサポート致します。
近隣各地への拠点として長野以外へのお越し
にもどうぞご利用下さいませ。 

長野市南千歳1-28-3 TEL.026-228-2222

ホテルサンルート長野 

収 

室 

宴 

駐 

交 

一泊朝食付き…8,925円～ 

宿泊料金  

かるかや山前 

長野駅 

ながの 
東急百貨店 
ながの 
東急百貨店 

かるかや山前 
南千歳町 

南千歳公園 南千歳公園 

長野駅 

161名 
シングル87室、ツイン20室、
ダブル13室、スーペリア
ツイン1室 
10～50名様 
指定契約駐車場有り（1
泊800円） 
JR長野駅東口より徒歩2分 
http://www.sunroutehotel.jp/ 
　　  nagano-east/

JR長野駅東口より徒歩2分と、観光・ビジネス
の拠点として絶好のロケーションです。また、禁
煙フロアのご用意もございます。ホテル1階には
「ダイニングスタイル＆バー翔」があり、信州の食
材を生かしたお料理や信州自慢の地酒もご用
意しております。 

長野市栗田北中995-1（長野駅東口正面） TEL.026-264-7700

ホテルサンルート長野東口 

収 

室 

宴 

駐 

交 

HP

宿泊料金  

長野駅 

長野駅 

栗田北中 

長野朝日放送 

長野駅東口 長野駅東口 

お部屋代8,085円～ 
朝食1,155円 （価格は全て税込） 

229名 
シングル187室、ツイン
15室、その他6室 
10～40名様 
普通30台、大型不可（営
業駐車場への案内可） 
JR長野駅より徒歩7分 

長野駅より徒歩7分。展望大浴場・男女サウナ
も完備しております。女性専用ルームも好評です。
禁煙ルームも62室、2フロアご用意しております。
ビジネスにプライベートにごゆっくりおくつろぎく
ださい。全日本シティホテル連盟・政府登録ホ
テル会員。 

長野市南千歳2-8-5 TEL.026-223-1123

ホテルナガノアベニュー 

収 

室 

宴 

駐 

交 一泊朝食付き7,350円～ 

宿泊料金  

宿泊者専用無料サウナ〈男・女〉 

サービス  
至長野駅 

南千歳公園 南千歳公園 

南千歳南 南千歳町 

南千歳町北 南千歳町北 

長
野
大
通
り 

諏訪神社 

19

139名 
シングル105室、ツイン
15室、その他2室 
10～30名様 
普通30台、大型不可（営
業駐車場への案内可） 
JR長野駅より徒歩1分 

JR長野駅、善光寺口より徒歩1分という恵まれ
たロケーションにあり、市街地中心で交通至便
なホテルです。ブロードバンド対応ルームも完備
しており、禁煙ルームもございます。ビジネスにプ
ライベートにごゆっくりおくつろぎください。全日
本シティホテル連盟・政府登録ホテル会員。 

長野市南千歳828 TEL.026-227-7200

ホテルニューナガノ 

収 

室 

宴 

駐 

交 

一泊朝食付き6,775円～ 

宿泊料金  

かるかや山前 

長野駅 

かるかや山前 
南千歳町 

南千歳公園 南千歳公園 

長野駅 

ながの 
東急百貨店 
ながの 
東急百貨店 

40名 
ツイン3室、和室7室、 
その他1室 
5～40名様 
普通20台、大型1台 
JR長野駅善光寺口よりバス約15分 
長野電鉄本郷駅より徒歩約15分 
上信越自動車道長野ＩＣから約30分 

善光寺へ車で5分の場所にある当施設は、北信 
濃への散策に絶好のロケーションを誇ります。
広くて手入れの行き届いたお部屋、新鮮な素材 
でおつくりするお料理で皆さまのご来館をお待ち
しております。信州の魅力をおもいっきり体感
してください。 

長野市三輪10丁目4番18号 TEL.026-241-4371

厚生年金ハートピア長野 

収 

室 

宴 

駐 

交 

●平日宿泊プラン 一泊二食付き ８,０００円 
●４/２８～５/５ ７/２８～８/１９ 一泊二食付き ８,８００円 
●12/30～1/3 一泊二食付き 10,0００円 

宿泊料金  

至長野 

至須坂 

本郷駅 

長野電鉄 
長野線 

長野高校 

SBC通り 

三
輪
通

三
輪
通
り 

上松 

三輪 
交番前 ジャスコ 

至長野 

至須坂 

本郷駅 

長野電鉄 
長野線 

長野高校 

SBC通り 

三
輪
通
り 

上松 

三輪 
交番前 ジャスコ 

1,035名 
ツイントリプル303室、 
和室36室、その他6室 
8～1,000名様 
普通289台、大型7台 
上信越自動車道長野
ICから約2分 

上信越自動車道「長野IC」から車でわずか2分。
交通至便の当ホテルを起点に長野県内、新潟、
山梨も周遊して下さい。山紫水明の自然と真田
十万石のまち・松代を堪能して下さい。大河ドラ
マ「風林火山」の山本勘助、城主の海津城（現
松代城跡）など見どころ豊富です。 

長野市松代町西寺尾1372-1 TEL.026-278-1811

信州松代ロイヤルホテル 

収 

室 

宴 

駐 

交 

一泊朝食付き  8,000円～ 
一泊二食付き13,000円～ 

宿泊料金  

長
野
電
鉄
屋
代
線

松代 
城跡 

ローソン 

長野インター南 
上高相上高相 上高相 

まつしろ まつしろ 

至長野IC至長野IC

上信
越自
動車
道 

30名 
シングル2室、ツイン2室、
和室6室 
普通30台、大型4台 
上信越自動車道長野
ICから車で5～7分 
長野電鉄松代駅より徒
歩7分 

古い伝統と新しいセンス、松代の歴史と共に歩
んで200年。歴史とロマンの宿として親しまれて
います。お食事は、自家農園で穫れた長芋のフ
ルコースの他、お肉や野菜も地元のものを選び、
ご宿泊の皆様に心に残る味をお出ししています。 

長野市松代町松代477 TEL.026-278-2045

旅館  定鑑堂 

収 

室 

駐 

交 一泊朝食付き6,000円～ 
一泊二食付き7,000～8,000円 

宿泊料金  

サービス  

松代駅 

象山記念館 

松
代
支
所 

松代城跡 

403

真田公園 真田公園 

地産地消をモットーに、自家農園の無農
薬野菜で郷土料理をご提供いたします。 

63名 
和室13室 
60名様まで 
普通10台、大型1台 
JR長野駅より戸隠キャンプ場
行（冬期：戸隠スキー場行）約
60分中社大門下車徒歩2分 
上信越自動車道長野ICより
約28km60分。信濃町ICより
約20km30分 

四季折々の戸隠の素材を存分に取り入れた「蕎
麦会席」は、その季節だけの味覚として当館な
らではの自慢のお料理です。客室からは「枯山
水と山野草の庭」が臨め、館内に活けられた野
草たちも、やさしく皆様をお出迎えいたします。全
室バス・トイレ付の和室で、ゆっくりとお寛ぎ下さい。 

長野市戸隠3360 TEL.026-254-2337

蕎麦会席の宿　鷹明亭  辻旅館 

収 

室 

宴 

駐 

交 
一泊朝食付き  9,450円～ 
一泊二食付き15,750円～ 

宿泊料金  

空室時、お部屋のグレードアップ 

サービス  

戸隠中社 

シェルSS

湯行館 

至戸隠奥社 至戸隠奥社 

至長野市街 至長野市街 

チ
ビ
ッ
子
忍
者
村 

36

Guest room
ゲストルーム 

KARIN
中国料理　花梨 

心解き放たれる 
自分だけの 
スペース 

快適なタワー棟とスタイリッシュな南館。 
ひとまわりワイドなお部屋で、ゆっくりと 
お過ごしいただけます。 

本格的な中国料理をカジュアルな雰囲気の中で 
気軽にお楽しみいただけます。 

ランチ：11時30分～14時（LO） 
ディナー：17時30分～21時30分（LO） 
026-234-1201

DONO DONO
トラットリア デル カフェ ドーノ ドーノ 
本格釜焼きナポリピッツァが大人気。 
独特のもちもちとした食感をお楽しみください。 

ランチ：11時30分～14時（LO） 
ディナー：17時30分～22時30分（LO） 
土日祝：11時30分～22時30分（LO） 
026-234-1546

営 

0

営 

0

いつもあなたを包み込むホテルでありたい。 いつもあなたを包み込むホテルでありたい。 

ホテル国際21

「風林火山」ゆかりの史跡をめぐる旅も、あなたスタイルで彩ってみませんか。 
駅からのアクセスも抜群。善光寺へも徒歩圏内。 
やすらぎの空間と魅惑の味わいをご用意して皆様のお越しをお待ちしています。 

魅惑の味のエンターテイメント 
彩りあふれる5つのレストランと2つのカフェ。 
なかでも中華・イタリアンは、グループでも賑やかに食事を楽しめるスタイル。 

ツインルーム（南館） 

▲
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信
州 

味
わ
い 

　
ふ
れ
あ
い 

め
ぐ
り
あ
い 

見
ど
こ
ろ
い
っ
ぱ
い
の「
風
林
火
山
」
を
め
ぐ
る
旅
。 

こ
こ
は
ひ
と
つ
、ゆ
っ
く
り
じ
っ
く
り 

信
州
の
旅
路
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。 

い
で
湯
の
宿
、味
の
宿
、癒
し
の
宿
―
。 

心
安
ら
ぐ
旅
の
わ
が
家
が
、 

お
も
て
な
し
の
心
で
お
迎
え
い
た
し
ま
す
。 
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信
州
の
豊
か
な
恵
み
を
素
朴
に
、 

ま
た
趣
向
を
凝
ら
し
て
創
り
あ
げ
た
、 

忘
れ
ら
れ
な
い
味
―
。 

彩
り
豊
か
な
信
州
の
味
覚
に
舌
つ
づ
み
を
打
つ
時
、 

心
も
身
体
も
ゆ
っ
く
り 

満
た
さ
れ
て
い
く
の
を
感
じ
ま
す
。 

味
わ
い
の
旅
路
を
ご
満
喫
く
だ
さ
い
。 

上田市ホテル協会　会員ホテル 
史跡めぐりの旅のお泊まりは 

上田東急イン 
上田プラザホテル 
上田西洋旅籠館 
上田第一ホテル 
ホテル 角萬 
ホテル 祥園 
ホテル 常盤館 
ホテル サンルート上田 
ホテル ルートイン上田 
ホテル ユーイン上田 
東横イン 上田駅前 

TEL 0268-24-0109 
TEL 0268-25-3000 
TEL 0268-26-1700 
TEL 0268-23-0011 
TEL 0268-22-1593 
TEL 0268-22-2353 
TEL 0268-22-0242 
TEL 0268-22-0008 
TEL 0268-23-2121 
TEL 0268-22-4531 
TEL 0268-29-1045

信 州 上 田  

戦
勝
祈
願
の 

生
島
足
島
神
社 

 

信
玄
の
重
臣 

板
垣
信
方
の
墓 

石
久
摩
神
社 

（
上
田
原
古
戦
場
の
碑
） 

武田信玄×村上義清 

83名 
シングル43室、ツイン11室、
和室2室、その他1室 
80名様まで 
普通40台、大型3台 
しなの鉄道戸倉駅下車、路線バ
ス城山入口バス停下車徒歩0分 
上信越自動車道坂城IC及び中
央道更埴ICより国道18号線で
約15分 

サウナ、24時間天然温泉大浴場完備のビジネ
スホテル。全室無料24ch有線放送、無料LAN
回線完備。1階は中華レストラン華林。本館ホ
テル雄山の別源泉天然温泉も、外湯気分で無
料にてお楽しみ頂けます。ロビーには大河ドラマ
「風林火山」の俳優さんのサイン等展示中です。 

千曲市上山田温泉3-12-2 TEL.026-275-5111

ホテル  プラトン 

収 

室 

宴 

駐 

交 一泊朝食付き7,000円～（諸税別） 

宿泊料金  

全室24ch有線放送完備（無料） 
全室LAN回線完備（無料） 

サービス  

戸倉 

城山入口 

大
正
橋

大
正
橋 

戸倉庁舎 

上山田庁舎 

大
正
橋 

戸倉庁舎 

上山田庁舎 

万
葉
橋

万
葉
橋 

万
葉
橋 

し
な
の
鉄
道

至更埴IC至更埴IC

18

180名 
ツイン2室、和室36室 
4～180名様 
普通70台、大型7台 
しなの鉄道戸倉駅下車
タクシー7分 
上信越自動車道坂城
ICまたは更埴ICより
8km20分 

大正8年創業の老舗旅館。天然温泉100％のかけ
流しで湯量は温泉街屈指。大浴場、露天風呂、貸切
露天風呂、足湯など7つの多彩な温泉がお楽しみい
ただけます。お食事は、新鮮な地元の食材を使い、市
場直送の旬の素材を手作りで調理しています。皆様
を心地よい空間とサービスでおもてなしいたします。 

千曲市上山田温泉1-69-3 TEL.026-275-1005

湯元  上山田ホテル 

収 

室 

宴 

駐 

交 

一泊二食付き12,750円～ 

宿泊料金  

戸倉 

万
葉
橋

万
葉
橋 

戸倉庁舎 

上山田庁舎 

万
葉
橋 

戸倉庁舎 

上山田庁舎 

し
な
の
鉄
道

至更埴IC至更埴IC

18大
正
橋

大
正
橋 

大
正
橋 

60名 
和室12室 
5名～60名様 
普通45台、大型1台 
しなの鉄道戸倉駅より
タクシー7分 
上信越自動車道更埴
ICまたは坂城ICより車
で約15分 
 

当館は戸倉上山田温泉のど真ん中で営業して
います。大河ドラマ「風林火山」放映の｢海ノ口城｣
の舞台となった荒砥城は、貸切露天風呂に入浴
しながら望めます。この城山の入口までご希望の
方には車でご案内をいたします。戦国合戦鍋と
ともに、風林火山の旅をお楽しみ下さい。 

千曲市上山田温泉1-38-1 TEL.026-275-3322

心がふれあう民芸の宿　中央ホテル 

収 

室 

宴 

駐 

交 

戸倉 

万
葉
橋

万
葉
橋 

戸倉庁舎 

上山田庁舎 

万
葉
橋 

戸倉庁舎 

上山田庁舎 

し
な
の
鉄
道

至更埴IC至更埴IC

18大
正
橋

大
正
橋 

大
正
橋 

一泊二食付き10,650円～(諸税込)

宿泊料金  

貸切露天風呂利用料(一回50分)／ 
通常3,150円⇒1,050円(9月末まで)

サービス  

信州の鎌倉 別所温泉で過ごす休日 
古代より絶えまなくわき続けている信州の名湯は真田一族の隠し湯としても有名です。 
周辺は多くの歴史的文化遺産に恵まれ、四季様々に変化する美しい風景は、 
散策しながら楽しみたいもの。時間がゆっくりと流れる別所温泉を旅しませんか？ 

お泊りや観光のお問い合わせは… 別所温泉観光協会 
00268（38）3510　http://www.bessho-spa.jp/

１
日
目 

２
日
目 

別
所
温
泉
着 

 

北
向
観
音（
厄
除
け
） 

 

外
湯
め
ぐ
り 

石
湯
・
大
師
湯 

大
湯
・
あ
い
そ
め
の
湯 

安
楽
寺
・ 

八
角
三
重
塔 

（
国
宝
）見
学 

 

各
旅
館
泊 

（
自
慢
の
季
節
の
料
理
を
お
楽
し
み
下
さ
い
） 

中
禅
寺
薬
師
堂
・
前
山
寺
三
重
塔（
重
文
）見
学 

 

生
島
足
島
神
社
参
拝 

 

上
田
駅
発 

泊 
2
日 
モ 
デ 
ル 
コ 

ス 

泊 
2
日 
モ 
デ 
ル 
コ 

ス 

1
泊 
2
日 
モ 
デ 
ル 
コ 

ス 別所温泉は別名美人の湯とも 
いわれる 

石湯 

11時30分～14時、17
時30分～22時（21時
［LO］） 
無休 
普通7台、大型2～3台 
2～80名様 
JR長野駅より徒歩15
分 
http://www.yama39.com/

善光寺の門前、表参道に面し、長野駅にも程
近い。四季折々の山菜料理、きのこ料理や信
州そば、また信州牛のすきやきなど北信濃の郷
土料理と地酒が楽しめます。行楽用の川中島
合戦「軍配弁当」も人気です。カウンター席とお
座敷席があり、80名様まで宴会も可能です。 

長野市問御所1315 TEL.026-233-3900

郷土料理  やま茶屋 

やま盛コース（山菜と信州そば）… 1,600円～ 
北信濃山里会席 ………4,200円～ 
きのこ鴨鍋会席 …………2,625円～ 

おすすめメニュー 

営 

休 

駐 

宴 

交 

HP

八十二銀行 

もんぜん 
ぷら座 

ToiGo

セントラルスクゥエア 

善光寺 

至長野駅 

19

32

権堂アーケード通り 

中
央
通

中
央
通
り 

中
央
通
り 

19時～翌1:00 
日曜・祝日 
30名様まで 
長野駅より徒歩15分 
長野電鉄権堂駅より徒
歩3分 

長野の夜は麗しのサブリナで！ 
楽しくて明るい女の子と長野の夜の思い出作り
をしませんか。 
もうひとつの青春、サブリナが描きます。 
姉妹店「花恋」はプラザフェニックス5階に有り
ます。 

長野市権堂町1440-15 プラザウィング3階 TEL.026-233-4114

サブリナ・花恋 

営 

休 

宴 

交 

鍋屋田小学校 鍋屋田小学校 

権堂駅 権堂駅 

上千歳町 上千歳町 

花恋 

サブリナ サブリナ 

花恋 

権堂権堂アーケード通り 権堂アーケード通り 

セ
ン
ト
ラ
ル
ス
ク
ゥ
エ
ア 

心地よい空間で楽しい時間を過ごしませんか?

8時～20時 
無休 
普通150台、大型20台 
10～300名様 
上信越自動車道長野
ICより長野市内へ向っ
て2分 

川中島古戦場・典　寺より徒歩でも7分に位置
し、当店駐車場脇には山本勘助ゆかりの胴合
橋があり、風林火山観光の中心地にあります。
店内では峠の釜めしをはじめ丼物、麺類等を扱
っています。また近隣最大規模の土産店として
風林火山商品を多数販売しています。 

長野市篠ノ井西寺尾赤川2328-2 TEL.026-293-2300

おぎのや長野店 

峠の釜めし ……………………900円 
自家製長野ラーメン …………500円 
炎の戦国そば・うどん …………700円 

おすすめメニュー 

営 

休 

駐 

宴 

交 
松代大橋 

千 
曲 
川 

長野 
IC

川中島 
古戦場 

18

35

赤川 赤川 

11時30分～14時、18
時～23時 
不定休 
普通11台、大型4台 
1～80名様 
上信越自動車道長野ICより
車で7分 
長野電鉄松代駅より徒歩7分 
アルピコバス中町バス停より
徒歩5分 

地元農家数軒と提携し、特産の長芋を始め季
節の野菜や長野県産の幻の豚千代幻豚・信
州サーモン・信濃雪鱒等を使った創作料理を提
供いたしております。お昼は長芋料理中心で
1,050円から夜はご予算に合せる形のコース料
理形式でお楽しみ頂けます。 

長野市松代町松代955 TEL.026-278-8119

食いしん坊  かじや 

信玄膳（要予約） ……………4,200円 
長芋フルコース（要予約） ……3,675円 
かじや膳（ランチ） ……………1,575円 

おすすめメニュー 

営 

休 

駐 

宴 

交 

403

至松代駅 至長野IC

市役所 
松代支所 

長国寺 

至松代駅 至長野IC

松代 
総合病院 
松代 
総合病院 

8時～18時（飲食は10
時～17時30分［LO］）、
夏季は～19時（飲食は
～18時30分［LO］） 
木曜日（祝日、行楽期は営業） 
普通35台、大型7台 
上信越自動車道長野
ICから車で約5分 
JR長野駅よりタクシーま
たはバスで約30分 

松代城を眼前に臨む好立地にある小布施栗菓
子の老舗。ゆったりとくつろげる店内は、風林火
山縁りの地を巡る旅の食事や休憩どころとして
最適。竹風堂名物の栗おこわなどが味わえ、お
土産の栗菓子も充実。また、隣接した「池田満
寿夫美術館」でのアート鑑賞もお楽しみください。 

長野市松代町殿町10 TEL・FAX.026-278-1711

竹風堂  松代店 

創製名物「栗おこわ・山家（やまが）定食」 
信州特産長芋「麦とろ膳」 
創製名物「栗あんしるこ」 
 

おすすめメニュー 

営 

休 

駐 

交 

松代総合 
病院 

真田 
宝物館 

松代城跡 

文
武
学
校 

松代駅
 至長野IC至長野IC

中町 中町 

（火～土曜日）11時30分～14時、
（金・土曜日のみ）17時30分～20
時、（日曜日）11時30分～19時 
月曜（祝日の場合は営業） 
普通15台 
2～8名様（隣接のいろ
り小屋で鶏料理の別コ
ースになります） 
松代町内より県道35号線上田
方面2km右、皆神山向い山麓 

つるつるしこしこの手造り麺で「美味しいもので
喜びと感動を味わって頂きたい」と麺そのもの
の味を大切にしたシンプルなメニュー。アンティ
ークと華麗さを融合した雰囲気は女性に好評で
す。隣接のいろり小屋は一日一組限定予約制で、
鍋や地鶏料理を提供しています。 

長野市松代町豊栄虫歌6154-1 TEL.026-278-0141

五十里うどん  麺味座 

おしぼりうどん（釜上げ・ざる） …700～750円 
かまたまうどん …………………580円 
ちくわ・かきあげ天ぷら ………各150円 

おすすめメニュー 

営 

休 

駐 

宴 

交 

い か り めん み くら 

気象庁・精密 
地震観測室 

388
35

豊栄小学校 豊栄小学校 
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信
州
に
名
産
品
あ
り
。 

見
事
な
手
業
が
光
る
伝
統
工
芸
品
、 

素
朴
な
味
わ
い
が
あ
た
た
か
い
民
芸
品
、 

じ
っ
く
り
磨
き
あ
げ
た
豊
か
な
味
わ
い
―
。 

訪
れ
る
先
々
に
、 

信
州
の
思
い
出
を
お
す
そ
分
け
す
る 

素
敵
な
お
土
産
が
揃
っ
て
い
ま
す
。 

谷
ご
と
に
独
自
の
文
化
を
育
ん
だ
と
い
わ
れ
る
信
州
。 

数
多
く
あ
る
美
術
館
・
博
物
館
を
は
じ
め
、 

各
地
の
文
化
施
設
を
訪
ね
る
と
、 

信
州
の
豊
か
な
文
化
と
風
土
が 

親
し
く
語
り
か
け
て
き
ま
す
。 

信
州
で
し
か
出
会
え
な
い
作
品
が 

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

9時～17時 
水曜日（祝日の場合除く）、
年末年始、臨時休館あり 
普通140台、大型要予約 
JR長野駅バス乗り場①から川
中島バスで「善光寺北」下車、
徒歩すぐ 
上信越自動車道「長野IC」また
は「須坂長野東IC」から長野市
街及び善光寺を目標に約30分 

善光寺本堂より徒歩3分。長野県唯一の県立
美術館として、信州ゆかりの収蔵品を公開する他、
年4回、企画展を開催。東山魁夷館は約950点
の作品を収蔵、年に6回展示替えをして常時約
70点を紹介。信州は魁夷が「私の作品を育て
てくれた故郷」と呼んでいました。 

長野市箱清水1-4-4（善光寺東隣） TEL.026-232-0052

長野県信濃美術館 東山魁夷館 

開 

休 

駐 

交 

東山魁夷館常設展「東山魁夷の色彩」 
大　人／500円（団体400円）　 
大学生／250円（団体200円） 

描かれた武士たち 武者絵の世界展 
■ 期間：7/28（土）～8/26（日）会期中無休 
　大　人／800円（団体700円）　 
　大学生／400円（団体350円） 

小山正太郎《川中島第二戦犀川之役》 善光寺 

城山小 

399

善光寺北 

大門 

新田町 新田町 

至長野駅 至長野駅 

城山 
公園 

美味いお酒と気の合う仲間…。 
旅の一番の思い出は、 
楽しい語らいで時間を忘れた、あのひと時。 
 

信州上田の思い出をつくる街 
袋町でお待ちしています。 

 

上田市 袋町商工振興会 

 

 

上田駅より歩いて10分 

上田駅 
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上田城跡 

中央1

中央2

信大入口 

材木町1

上田駅 

至佐久平至佐久平 

上田城跡 

中央1

中央2

信大入口 

材木町1

至佐久平 

8:30～18:00 
火曜（5･8･12月は無休） 
30台 
上信越自動車道長野
ICより車で約50分 

小麦粉とそば粉でたっぷりの新鮮野菜をくるんで、
ひとつずつ手でつくる“炉ばたのおやき”。春の
山菜や秋の舞茸などの旬のものも用意してござ
います。高温窯で焼く、表面はカリッと香ばしく、
皮はもっちり・ふっくらの焼きたての味をお楽しみ
下さい。 

長野市鬼無里1687-1 TEL.026-256-2033

有限会社  いろは堂 

駐 

営 

休 

交 

おすすめ土産 
炉ばたのおやき  1個150円（税込）～ 
［野菜ミックス・きりぼし大根・かぼちゃ・粒あん・野沢菜の他、季節のおやきなど］ 

町 

至
戸
隠 

406

至
長
野
市
街 

至
長
野
市
街 

裾花川 
そば処 
鬼無里 

歴史民俗 
資料館 

茶碗 手の大きさに合わせてお選びいただけます 
柿皿楽しいデザインと使い易い作品です 
花器一輪ざし野の花がよく似合います 

1,740円 
840円 

1,050円 

8時40分～17時30分 
日曜・月曜 
普通20台、大型4台 
長野ICから車で5分 
JR篠ノ井駅発川中島
バスにて松代陶苑前バ
ス停下車 
長野電鉄屋代線象山
口駅下車徒歩約10分 

江戸時代に生活の必需品としてこの地で焼き
出された松代焼。時代の流れにも変わらぬ姿で
貫き通し、今尚もその姿勢は変わりません。窯元
の売店で楽しい器の発見、陶芸実習で自分らし
い器の制作をして、一人一人の生活と個性に
合わせた器を長野記念としていかがですか?

長野市松代町清野2120 TEL.026-278-7302

松代焼窯元  松代陶苑 

駐 

営 

休 

交 

おすすめ土産 
松代 

長野 
IC松代大橋 

象山口 
旧真田邸 

長
野
電
鉄
屋
代
線

長
野
電
鉄
屋
代
線

403

35
388

385

8時～16時40分 
無休 
普通40台、大型20台 
上信越自動車道信州中野IC直
進1分、大きな「う○」が目印です。 

信州では珍しい「お肉」の専門店です。希少価
値の高い「霜降り馬刺し」をはじめ生食・加工
品が盛り沢山。もちろん試食もできます。 
肉屋のこだわりと遊び心満載の当店に是非お
立寄りください。 

中野市栗林1395-1 TEL.0269-26-1611

ビアンデ信州中野店 

駐 

営 

休 

交 

おすすめ土産 
霜降り馬刺し  希少品に付品切れ御免 ………………………… 1,700円（100g） 
赤身馬刺し  油の気になる貴方にさっぱりヘルシーに …………………… 900円（100g） 
赤馬  真っ赤な七味と旨味の絶品 …………………………………1,000円　　 

立ヶ花 

505

立ヶ花 立ヶ花 

ふるさとの森 
文化公園文化公園 

ふるさとの森 
文化公園 

千 
曲 

川 

高丘小 高丘小 

至
中
野
市
街

至
中
野
市
街 

至
中
野
市
街 
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上今井 上今井 

信州中野IC

上
信
越
自
動
車
道

Ｊ
Ｒ
飯
山
線

飯
山
線 

Ｊ
Ｒ
飯
山
線 

8時～17時（土日休み）※要確認 
普通3台、大型は問合せ下さい 
しなの鉄道屋代駅・長野自
動車道更埴ICより車で5分 

風林火山の史跡「雨宮の渡し」よりほど近い、日本一
の杏の里・森地区にある当社。春には「一目十万本」
と言われる杏の花が開花し、そこで初夏に太陽の光を
たっぷり浴び、たわわに実った完熟の杏をフレッシュな
ままに加工した味わい深い心に残るお土産品の数々
を取り揃えております。 

千曲市大字森2543 TEL.026-272-0121

森食品工業(株)

営 

駐 

交 

おすすめ土産 
完熟アンズジャム  契約農家栽培の完熟杏のみ使用(平成18年度農林水産大臣賞受賞) 
あんず狩り  粒より杏をじっくりと甘酸っぱいシロップ漬けにしました 

あんず羊かん  白あん仕立ての甘酸っぱいさわやかな味(1本入)

…1,050円(400g) 
………………840円(440g) 
………………370円(200g)

＜直営販売所＞ 

＜取扱店＞長野市・千曲市内土産店 

長野 
IC

屋代駅 

東屋代 

雨宮駅 

あんずの里 
アグリパーク 

上
信
越

上
信
越 

自
動
車
道

自
動
車
道 

あ
ん
ず
保
育
園

保
育
園 

長
野
新
幹
線

長
野
新
幹
線 

長
電
屋
代
線

長
電
屋
代
線 

更埴 
JTC

長野 
IC

屋代駅 

東屋代 

雨宮駅 

東小 

あんずの里 
アグリパーク 

上
信
越 

自
動
車
道 

あ
ん
ず
保
育
園 

長
野
新
幹
線 

長
電
屋
代
線 

更埴 
JTC

18

11時～15時30分（月～
木曜） 
11時～15時30分、17
時30分～20時(金～日曜) 
無休 
普通37台、大型1台 
JR上田駅より徒歩15分 
上信越自動車道上田
菅平ICより車で10分 

草笛は、知足の精神を理念に安心安全、質・量
共に満足をと、地産地消を実践し40年自家栽培
20ヘクタール収穫量70トンを目指し頑張っていま
す。昭和36年に創作発表した「くるみそば」「とろ
ろそば」など、メニュー全て量質共納得いただける
商いをしていきますので、応援よろしくお願いします。 

上田市常田3-2-30 TEL.0268-24-8221

信州蕎麦の草笛 

くるみ蕎麦 ……………………790円 
とろろ蕎麦 ……………………790円 
くるみおはぎ …………………530円 

おすすめメニュー 

営 

休 

駐 

交 

上田駅 
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上
信
越

自
動
車道

上
信
越

自
動
車道

8時～19時30分 
火曜（定休日が祝日の場合は振替不定） 
普通3台 
長野ICより車で5分、松
代荒神町交差点すぐそば。 

創業120年、歴史の町・松代にある老舗菓子処。
季節の果物を使用したお菓子は発売期間が限られ
ています。上バターを使ったクリームの中にチーズを
入れ、甘さを抑えたパイ風の和風焼き菓子「真田
重宝（さなだじゅうほう）」が通年の人気商品です。
店の建物は登録有形文化財に指定されています。 

長野市松代町松代701 TEL.026-278-2118

角屋本店 

駐 

営 

休 

交 

おすすめ土産 
真田重宝  和風パイにクリームをサンドした創作菓子 ……………………………140円 
須磨子夢幻  純米酒「須磨子」を使用した酒ゼリー ……………………………240円 
紫一味  生の巨峰を求肥でつつんだお菓子91個より ……………………………180円 

上高相上高相 上高相 

象山口 

当店は、千曲川をバックボーンにした川魚料理専
門店です。4月～6月のつけば料理（うぐい料理）7
月～10月までの鮎料理。勿論、鯉、うなぎ、かじか
など川魚料理では他に負けません。四季折々の千
曲川の味をぜひご賞味ください！ 4月下旬～10月
上旬は、千曲川つけば料理小屋も営業しています。 

上田市天神1-9-19 TEL.0268-22-5124

千曲川の味とロマン鯉西 

鯉の旨煮定食 ………………1,260円 
あゆ天重 ……………………1,575円 
四季にちなんだコース料理 …3,150円～ 

おすすめメニュー 
上田駅 

天神1

中央1

上田駅 
グリーン 
ホテル 

LIVIN 
（上田西部） 

11時～14時、17時～
21時（夜は要予約） 
火曜 
普通3台、大型可能 
2～45名様 
JR上田駅より徒歩3分 
上信越自動車道上田
菅平ICより車で10分 

営 

休 

駐 

宴 

交 

至佐久平 

至長野 
至
国
道
18
号 

至佐久平 

至長野 

信州 上田の地酒 

上田酒造協会・上田地酒販売（有） 

沓
掛
酒
造
㈱ 

和
田
龍
酒
造
㈱ 

三
井
酒
造
㈱ 

若
林
酒
造
㈱ 

山
三
酒
造
㈱ 

岡
崎
酒
造
㈱ 

信
州
銘
醸
㈱ 

き
　
れ
　
い 

き
　
く
　
ざ
　
か
　
り 
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長
野
市
 
千
曲
市
 

上
田
市
 

平成19年 

平成20年 

月 5月 6月 7月 8月 9月 

長
野
市
 

坂
城
町
 

坂
城
町
 

上
田
市
 

■4月11日(水)～22日(日) 
　エコール・ド・まつしろ　松代城春まつり 
■4月21日(土) 
　松代城春まつり　第4回信州・松代ウオーキング 
■4月15日(日) 
　長野オリンピック記念長野マラソン 
■4月15日(日) 
　第3回長野車いすマラソン 
■4月28日(土)～5月5日(土) 
　ながの花フェスタ2007 善光寺花回廊 

■5月上旬 
　奥裾花自然園開山祭 水ばしょう祭 
■5月13日(日)　つつじ山まつり 
■5月21日(月)　戸隠開山祭 
■5月下旬　春の一夜山ふれあい登山(鬼無里)

■6月5日(火)　飯綱山開山祭 
■6月8日(金)・9日(土)　戸隠古道大ウオーク 
■6月中旬～11月まで月1回開催 
　聖山パノラマ杯マレットゴルフ大会(大岡)

■7月下旬～8月上旬　長野七夕まつり 
■7月28日(土)　大豆島甚句まつり 
■7月28日(土)　篠ノ井合戦まつり 
■7月28日(土)　若穂ふれあい踊り 
■7月下旬　ひじり三千石まつり 
■7月下旬　親子仲良しふれあいキャンプ～ 
　　　　　　鬼無里まるごと収穫祭～ 

■8月4日(土)　長野びんずる 
■8月4日(土)・5日(日)　ミセスウエストン祭(戸隠) 
■8月上旬　戸隠薪能 
■8月上旬　とよのヨイショコまつり 
■8月上旬　サマーフェスティバル(豊野) 
■8月10日(金)　飯綱火まつり　 
■8月中旬　真夏の音楽夢(戸隠) 
■8月下旬　地蔵盆笹祭り(戸隠) 
■8月下旬　戸隠ウォーキング 

■9月1日(土)　川中島古戦場まつり 
■9月上旬　ながの大道芸フェスティバル 
■9月21日(金)～23日(祝)　戸隠そば祭り 

■9月15日(土)～11月25日(日) 
　【鉄の展示館】村上義清と風林火山の時代 
　　　　　　　  ～名刀とゆかりの品々～ 

■開花～29日(日)　上田城千本桜まつり 
■4月15日(日)　一心様の火渡り・刃渡り 
■4月25日(水)　鹿教湯文殊堂春祭り 
■4月29日(日)　上田真田まつり 

■5月3日(祝)　白蛇神社の火渡り・刃渡り 
■5月5日(祝)　太郎山例大祭 

■6月上旬　信州ルネッサンス 
■6月上旬　菅平高原カントリーフェスティバル 
■6月中旬　ほたるまつり 
■6月中旬　ラベンダーまつり 
■6月下旬　茅の輪くぐり 
■6月下旬～8月まで　鮎釣り解禁 

■7月15日(日)　岳の幟 
■7月14日(土)～16日(祝)　あじさい祭り 
■7月14日(土)・15日(日)　祇園祭 
■7月28日(土)　上田わっしょい 

■8月6日(月)～8日(水)　信州上田七夕まつり 
■8月10日(金)　信州上田大花火大会 
■8月上旬　信州爆水RUN in依田川 
■8月上旬　丸子ドドンコ 
■8月上旬　真田まつり 
■8月中旬　武石夏まつり 
■8月中旬　盆の花市 
■8月下旬　上田城跡能 
■8月下旬　案山子(かかし)まつり 

■9月中旬～11月初旬まで　松茸料理 

■10月上旬　うえだ古戦場健康マラソン大会 
■10月上旬　国際交流フェスティバル 
■10月中旬　ともしびの里駅伝大会 
■10月27日(土)・28日(日) 
　　　　　　 真田幸村ロマンウォーク 
■10月下旬　室賀温泉まつり 

■11月中旬　うえだ城下町映画祭 
■11月中旬　大収穫祭 

■12月上旬　菅平高原スキー場開き 
■12月下旬　番所ケ原スキー場開き 
■12月下旬　鹿教湯温泉幻想冬紀行 氷灯ろう 
■12月31日(月)　二年参り 

■1月7日(月)・8日(火)　信濃国分寺　八日堂縁日 
■1月14日(祝)・15日(火)　おたや祭 
■1月上旬　お筒粥ト神事・報告祭 

■2月3日(日) 
　北向観音・生島足島神社　節分会 
■2月上旬 
　戸沢のねじと馬引き行事 

■3月下旬　知恵のだんご(北向観音) 
■3月中旬　福寿草まつり 
■3月下旬　すいせんまつり 

■3月31日(土)～4月15日(日)　あんずまつり 
■4月7日(土)～5月6日(日)　チューリップまつり 
■4月上旬～6月中旬　つけば 
■4月17日(火)　智識寺春季例大祭 
■4月中旬～下旬　治田公園桜まつり 

■5月6日(日)　牛に引かれて善光寺詣り 
■5月中旬～6月上旬　ジャーマンアイリスまつり 
■5月下旬　姨捨の棚田の田植え 

■6月20日(水)～7月10日(火)　あんず狩り 
■6月下旬～9月上旬　千曲川の鮎釣り 

■7月14日(土)・15日(日) 
　戸倉上山田温泉夏祭り大煙火大会 
■7月第3土曜・日曜　稲荷山祇園祭 
■7月28日(土)　千曲市どんしゃんまつり 
■7月31日(火)　茅の輪祭(治田神社・須須岐水神社)

■8月1日(水)・3日(金)・5日(日) 
　千曲川旅情花火大会 
■8月7日(火)　信州千曲市「千曲川納涼煙火大会」 
■8月上旬　千曲川ロードレース大会 

■9月23日(祝)～30日(日)〈予定〉 
　信州さらしな・おばすて観月祭 

■4月21日(土)～6月24日(日) 
　【鉄の展示館】現代の名工展　現代の拵～高山一之の世界～ 

■6月上旬　ばら祭り 
■6月中旬　千曲川アユ釣り解禁 
■6月30日(土)～9月9日(日) 
　【鉄の展示館】刀匠 宮入行平「父と子」二人展 

■8月4日(土)　さかきどんどん 

10月 11月 12月 1月 2月 3月 
■10月上旬　鬼女もみじ祭り(鬼無里) 
■10月6日(土)・7日(日)　松代藩真田十万石まつり 
■10月下旬　秋の一夜山ふれあい登山(鬼無里) 
■10月下旬　秋の大収穫祭(大岡) 
■10月27日(土)・28日(日) 
　第2回「ながのツーデーウオーク」 
■10月下旬　NAGANOスポーツフェスティバル 
■10月31日(水)　戸隠閉山祭 
■10月～11月　りんご狩りと酒造見学 

■11月1日(木)　蕎麦献納祭(戸隠) 
■11月上旬 
　第17回鬼無里ランランカーニバル 
■11月上旬 
　聖山パノラマ杯マレットゴルフ 
　グランドチャンピオン大会(大岡) 
■11月23日(祝) 
　えびす講と長野えびす講煙火大会 

■12月上旬　雪ごい祭り(戸隠) 
■12月中旬　戸隠スキー場開き 
■12月下旬　飯綱高原スキー場開き 
■12月下旬　聖山パノラマスキー場開き 

■1月6日(日)　善光寺のおびんずる廻し 
■1月7日(月)　芦ノ尻道祖神祭り(大岡) 
■1月中旬　どんど焼き祭り(戸隠) 
■1月下旬　長野市民スキー大会 

■2月3日(日)　長野節分会 
■2月中旬　長野灯明まつり 

■3月上旬　THEべ～そ 
■3月上旬　戸隠高原雪上観察会 
■3月8日(土)　桐原わら駒 

■12月1日(土)～平成20年4月13日(日) 
　【鉄の展示館】鉄の展示館 平常展 
 

千
曲
市
 

■10月21日(日)　信州千曲さらしなの里そば祭り 
■10月21日(日)　荒砥城祭り 
■10月中旬～11月中旬　千曲市大菊花展 
■10月最終日曜日　さらしなの里縄文まつり 

■11月3日(祝)　森将軍塚まつり ■12月10日(月)～14日(金)　大頭祭 
■12月上旬～6月　いちご狩り 

■1月1日(祝) 
　森将軍塚古墳で初日の出を拝む集い 

■開花～4月中旬頃　あんずまつり 

長野灯明まつり（長野市） 岳の幟（上田市） 戸倉上山田温泉 夏祭り大煙火大会（千曲市） 

イベントカレンダー 


